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フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
Ｄ
・
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
無
条
件
降
伏
論

は　

じ　

め　

に

　

一
九
四
三
年
一
月
二
十
四
日
、
米
国
大
統
領
Ｆ
・
Ｄ
・
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
（�

���
�
���
�
�
�
�
�
������

�
���
�
���
��
���
�
�
������
）
は
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
の
英

藤

田

宏

郎

　

は
じ
め
に

一
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
の
宣
明

二
、
無
条
件
降
伏
原
則
宣
明
の
背
景

三
、
無
条
件
降
伏
原
則
へ
の
批
判
と
修
正
の
動
き

　

�一
�

米
国
内

　

�二
�

英
国
と
ソ
連

　

む
す
び
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国
首
相
Ｗ
・
Ｓ
・
チ
ャ
ー
チ
ル
（�

��
���
�
�
�
�
�
�
���
���

�
��
���
�
��
���
�
�
���
���
）
と
の
首
脳
会
談
後
の
共
同
記
者
会
見
で
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本

と
の
戦
争
終
結
方
式
は
、
こ
れ
ら
諸
国
の
無
条
件
降
伏
と
す
る
こ
と
を
宣
明
し
た
。
戦
争
終
結
に
際
し
て
、
一
際
の
和
平
交
渉
を
拒

否
す
る
、
こ
の
無
条
件
降
伏
原
則
の
宣
明
は
、
米
国
内
の
軍
事
、
外
交
当
局
者
及
び
と
も
に
戦
っ
て
い
る
英
国
、
ソ
連
等
の
諸
国
を

困
惑
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
、
こ
の
原
則
を
宣
明
す
る
に
い
た
っ
た
動
機
、
理
由
は
何
で
あ
っ
た

の
か
、
ま
た
戦
争
を
長
引
か
せ
る
と
し
た
国
の
内
外
の
こ
の
原
則
に
対
す
る
批
判
、
修
正
の
動
き
に
対
し
て
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
ど

の
よ
う
に
対
応
し
た
か
。
さ
ら
に
、
一
見
、
明
瞭
で
あ
る
よ
う
だ
が
現
実
に
は
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
こ
の
無
条
件
降
伏
の

意
味
内
容
を
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

一
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
の
宣
明

　

ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
、
公
式
の
場
で
、
無
条
件
降
伏
（�

�
��
�
�
����
�
��
�
�
����
�
��

�
�
��
�
�
����
�
����
�
����
�
��
）
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
の
は
、
一
九
四
三
年
一

月
七
日
の
米
統
合
参
謀
長
会
議
（��

��
�
�
�
����
�
�
�
����

���
��
���
�
������
���
�����
）
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
同
会
議
に
お
い
て
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、「
わ
れ

わ
れ
連
合
国
は
、
ベ
ル
リ
ン
に
到
達
す
る
ま
で
戦
い
続
け
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
唯
一
の
条
件
は
、
無
条
件
降
伏
で
あ
る
こ
と
を
ス
タ

ー
リ
ン
（��

���
�
�
�
�����

��
�����
���
�����

）
氏
に
告
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
チ
ャ
ー
チ
ル
氏
に
話
す
つ
も
り
で
あ
る
」
と
述
べ�
た�
。
こ
の
発
言
は
、

（
１
）

会
議
の
議
事
録
の
文
脈
か
ら
す
る
と
、
戦
線
に
お
い
て
ス
タ
ー
リ
ン
が
孤
立
感
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
と
も
に

ド
イ
ツ
と
最
後
ま
で
米
、
英
は
戦
う
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
ス
タ
ー
リ
ン
に
知
ら
せ
る
、
と
い
っ
た
意
味
で
の
こ
と
で
あ
り
、
戦
争

終
結
方
式
と
し
て
無
条
件
降
伏
原
則
に
つ
い
て
、
そ
の
当
否
を
議
論
し
よ
う
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
事
実
、
議
事
録
を
見

て
も
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
一
方
的
発
言
で
終
わ
っ
て
い
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
（�

��
���
�
�
�
����
���

�
��
�����
���
����
���
）
陸
軍
参
謀
総
長
、
リ
ー
ヒ
（�

������

�
������
�
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�
�
�
���
�

�
���
���
�

）
統
合
参
謀
長
、
ア
ー
ノ
ル
ド
（�

��
��
�
�
�
��
�
��

�
��
����
���
��
�
��

）
陸
軍
航
空
隊
司
令
官
、
キ
ン
グ
（�

��
���
��
�
��
�

�
��
����
����
��
�

）
海
軍
作
戦
部

長
の
四
人
の
軍
の
首
脳
た
ち
は
、
こ
の
会
議
に
出
席
し
て
い
た
が
、
会
議
で
こ
の
重
要
な
終
戦
方
式
に
つ
い
て
彼
ら
に
よ
っ
て
討
議

が
な
さ
れ
た
記
録
は
残
っ
て
い
な�
い�
。

（
２
）

　

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
会
議
は
、
一
九
四
三
年
一
月
十
六
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
開
か
れ
て
い
る
。
同
年
一
月
七
日
の
米
統
合
参
謀
長
会

議
で
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
チ
ャ
ー
チ
ル
に
話
す
つ
も
り
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
一
月
十
四
日
か
ら

一
月
十
八
日
ま
で
の
間
の
チ
ャ
ー
チ
ル
と
の
首
脳
会
談
の
中
で
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
チ
ャ
ー
チ
ル
の
意
見
を
聞
い
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
こ
と
を
受
け
て
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
一
月
十
八
日
午
後
五
時
か
ら
の
米
英
合
同
参
謀
長
会
議
（�

�
�
�
��
��
�
�
����
�
�
�
����

�
�
�
�
��
��
��
�
������
���
����
）

で
、
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
及
し
た
、
と
同
会
議
の
議
事
録
は
記
し
て
い
る
。

「
首
相
（
チ
ャ
ー
チ
ル
）
は
、
連
合
国
は
最
後
ま
で
戦
う
決
意
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
、
日
本
の
無
条
件
降
伏
が
達
成
さ
れ
る
ま
で
そ

の
努
力
を
緩
め
な
い
、
と
い
っ
た
趣
旨
の
声
明
を
発
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
た
だ
彼
は
、
そ
の
声
明
を
発
す
る
前
に
、
ロ
ン
ド

ン
の
戦
時
内
閣
の
同
僚
と
相
談
し
た
い
と
言
っ
た�
」。�　
（
３
）

　

一
月
二
十
日
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
の
首
脳
会
談
に
関
す
る
戦
時
内
閣
へ
の
報
告
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
無
条
件

降
伏
に
つ
い
て
の
内
閣
の
意
見
を
問
う
た
。

「
…
…
わ
れ
わ
れ
は
、
適
当
な
時
に
、
会
談
の
結
果
に
つ
い
て
新
聞
発
表
の
声
明
書
を
作
る
つ
も
り
で
い
る
。
そ
の
声
明
書
の
中

に
、
英
米
両
国
は
、
ド
イ
ツ
と
日
本
の
無
条
件
降
伏
を
も
た
ら
す
ま
で
情
け
容
赦
な
く
戦
争
を
続
け
る
と
い
う
両
国
の
固
い
意
図

の
宣
言
を
含
め
る
こ
と
を
、
戦
時
内
閣
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
を
知
り
た
い
も
の
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
を
除
い
た
の
は
、
こ
の

国
の
戦
線
よ
り
の
離
脱
を
促
進
す
る
た
め
で
あ
る
。
大
統
領
（
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
）
は
、
こ
の
ア
イ
デ
ア
を
好
ん
で
い
る
。
こ
れ
は

あ
ら
ゆ
る
国
の
わ
れ
わ
れ
の
友
人
を
元
気
づ
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う�
」。�　
（
４
）
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こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
戦
時
内
閣
は
、
一
月
二
十
一
日
、
チ
ャ
ー
チ
ル
に
、「
イ
タ
リ
ア
を
無
条
件
降
伏
の
原
則
よ
り
除
外

す
る
こ
と
は
全
員
一
致
で
反
対
で
あ
る
」
と
回
答
し
て
い�
る�
。

（
５
）

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
点
で
は
、
英
国
戦
時
内
閣
は
、
無
条
件
降
伏
原
則
の
宣
明
に
は
反
対
と
は
言
わ
ず
、
イ
タ
リ
ア
を
こ
の
原

則
か
ら
除
外
す
る
こ
と
に
は
反
対
と
い
う
趣
旨
の
回
答
を
し
て
い
る
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、「
イ
タ
リ
ア
を
除
く
こ
と
に
反
対
と
い
う
戦

時
内
閣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
っ
た
後
、
私
が
大
統
領
と
何
を
話
し
た
か
は
記
憶
し
て
い
な
い
し
、
何
ら
の
記
録
も
残
っ
て
い
な

い
。
特
に
ド
ゴ
ー
ル
と
ジ
ロ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
討
議
し
、
彼
ら
と
会
見
す
る
と
い
う
仕
事
に
追
わ
れ
て
い�
た�
た
め
、
こ
の
こ
と
が

（
６
）

ら
（
無
条
件
降
伏
）
に
つ
い
て
さ
ら
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
確
か
に
あ
り
う
る
」
と
、
ま
た
「
私
は
イ
タ
リ
ア
へ

の
無
条
件
降
伏
の
適
用
を
好
ま
な
か
っ
た
の
で
、
私
が
再
び
大
統
領
と
こ
の
点
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
話
し
を
し
な
か
っ
た
こ
と
は

あ
り
う
る
」
と
記
し
て
い�
る�
。
し
か
し
、
当
初
、
一
月
二
十
二
日
の
正
午
に
開
か
れ
る
予
定
の
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
共

（
７
）

同
記
者
会
見
用
に
準
備
さ
れ
た
と
さ
れ
る
声
明
草�
案�
に
は
、「
大
統
領
と
首
相
は
、
世
界
の
戦
況
を
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
概
観
し
た
後
、

（
８
）

平
和
は
、
ド
イ�
ツ�
、
日
本
の
戦
力
を
全
面
的
に
除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
世
界
に
到
来
し
う
る
こ
と
を
以
前
に
も
ま
し
て
、

（
９
）

決
意
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
戦
争
の
目
的
を
、
ド
イ
ツ
、（
イ
タ
リ
ア
）
―
チ
ャ
ー
チ
ル
に
よ
る
手
書
き
の
書
き
入
れ
―
、
日
本
に
よ

る
無
条
件
降
伏
に
お
く
と
い
う
基
本
的
な
方
式
を
含
む
も
の
で
あ
る
�

書
か
れ
て
お
り
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
「
イ
タ
リ
ア
」
と
い
う

語
を
書
き
加
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
戦
時
内
閣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
て
の
チ
ャ
ー
チ
ル
の
修
正
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
一
月
二
十
二
日
に
開
か
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
共
同
記
者
会
見
は
延
期
さ
れ
、
そ
の
後
、
チ
ャ
ー
チ
ル
と
ロ
ー
ズ
ベ
ル

ト
は
、
こ
の
無
条
件
降
伏
の
宣
明
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
話
し
合
い
を
も
っ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、

「
わ
れ
わ
れ
は
双
方
の
顧
問
た
ち
と
と
も
に
、
会
議
の
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
た
し
か
に
同
意
し
た
。
そ
の
文
書
に
は
、
無
条
件
降
伏

に
つ
い
て
は
何
ら
言
及
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
書
い
て
い
�

ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
ー
チ
ル
と
そ
の
軍
事
顧
問
た
ち
は
、
一
月
二

（　

）
１０」
と

（　

）
１１る
。
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十
三
日
遅
く
ま
で
新
聞
向
け
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
準
備
作
業
に
追
わ
れ
、
大
統
領
特
別
顧
問
の
ホ
プ
キ
ン
ス
（�

����
�
�
�
�
�
�
��
�

�
������
���
�
�
�
��
�

）
の

メ
モ
に
よ
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
修
正
は
、
一
月
二
十
四
日
午
前
中
も
続
け
ら
�

チ
ャ
ー
チ
ル
が
修
正
し
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
若

干
修
正
を
し
て
、
同
日
午
前
十
一
時
十
五
分
に
よ
う
や
く
ポ
プ
キ
ン
ス
は
最
終
草
案
を
得
る
こ
と
と
な
�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
草
案
は

確
定
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
一
月
二
十
六
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
発
表
さ
れ
た
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
は
、
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
は
何

ら
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
�

　

し
か
し
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
一
月
二
十
四
日
、
こ
の
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
草
案
確
定
後
の
午
前
十
二
時
過
ぎ
か
ら
開
か
れ
た
チ
ャ

ー
チ
ル
と
の
共
同
記
者
会
見
の
席
上
、
次
の
よ
う
に
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
語
っ
た
。

「
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
の
軍
事
力
の
除
去
は
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
に
よ
る
無
条
件
降
伏
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、

将
来
の
世
界
平
和
の
合
理
的
保
障
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
の
国
民
の
絶
滅
を
意
味
す
る
の
で
は
な

く
、
他
国
民
の
征
服
と
隷
属
に
基
礎
を
お
く
こ
れ
ら
諸
国
の
哲
学
の
破
壊
を
意
味
す
る
の
で
あ
�

　

チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
記
者
会
見
の
席
上
、
こ
の
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
無
条
件
降
伏
の
発
言
に
つ
い
て
、
少
な
か
ら
ず
驚
い
た
、
と
述
べ

て
い
�

彼
は
、
事
前
に
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
の
戦
時
内
閣
の
意
向
を
問
い
あ
わ
せ
、
自
ら
も
承
認
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

何
故
驚
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
新
聞
向
け
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
草
案
作
成
の
過
程
で
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
草
案
に
無
条
件
降

伏
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
こ
と
に
異
議
を
唱
え
ず
、
そ
の
ま
ま
承
認
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
記
者
会
見
で
ま
さ
か
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
言
及
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
後
に
、「
わ
れ
わ
れ
が
同
意
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

が
、
会
話
で
言
わ
れ
た
何
物
に
も
取
っ
て
代
わ
る
も
の
と
考
え
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
書
い
て
い
�

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
の
記
者
会
見
に
お
け
る
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
発
言
は
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
と
の
戦
争

終
結
は
、
こ
れ
ら
諸
国
の
無
条
件
降
伏
で
あ
る
と
い
う
原
則
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（　

）
１２れ
、

（　

）
１３り
、

（　

）
１４た
。

（　

）
１５る
。」

（　

）
１６る
。

（　

）
１７る
。



論　　　説

（� ）６（甲南法学’�０７）４８―１―６

二
、
無
条
件
降
伏
原
則
宣
明
の
背
景

　

Ｒ
・
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
（�

�
�
���
�
�
���
�
�
�

�
�
�
�����
�
���
�
�
�

）
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
無
条
件
降
伏
に
関
す
る
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
宣
明
は
、
記
者

会
見
の
場
で
の
と
っ
さ
の
思
い
付
き
で
は
な
く
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
深
く
考
慮
し
た
政
策
の
表
明
で
あ
っ
�

　

戦
争
終
結
方
式
と
し
て
の
無
条
件
降
伏
原
則
は
、
す
で
に
国
務
省
の
戦
後
対
外
政
策
諮
問
委
員
会
（�

�
�
�
�
����
��
�
�
�
�
�����

�
�

�
�
���
�
����
����
�
�
�
�������
�
�

�
�
����

��
�
�
�����

�
�
����

�
�
����
����
�
�����
��
�
����

）
の
安
全
保
障
問
題
小
委
員
会
（�

�
�
�
�
�
��
�
�
�����

�
�
�
���
����
�
��
�
���

�
�
���
�
�
��
�
�
�������
�
��
���
�����
�
��
�
���

� �

）
か
ら
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト

に
、
同
小
委
員
会
の
検
討
結
果
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
同
小
委
員
会
は
、
一
九
四
二
年
五
月
六
日
、
第
三
回
会
議
を
開
き
、
戦

争
終
結
方
式
に
つ
い
て
討
議
し
、
戦
争
の
終
結
に
は
、
休
戦
と
無
条
件
降
伏
が
あ
る
が
、
休
戦
は
交
渉
に
よ
る
戦
争
終
結
で
あ
り
、

無
条
件
降
伏
は
強
制
に
よ
る
戦
争
終
結
で
あ
る
、
と
し
、
イ
タ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
戦
線
か
ら
離
脱
さ
せ
る
た
め
に
、
交
渉
に
よ
る

休
戦
が
考
え
ら
れ
る
が
、
ド
イ
ツ
と
日
本
に
は
無
条
件
降
伏
を
要
求
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
全
員
一
致
で
決
め
て
い
�

同
小
委
員

会
の
委
員
長
デ
ー
ヴ
ィ
ス
（�
�
��
��
�
�
�
����

�
�
��
��
��
���
����

）
は
、
五
月
二
十
二
日
の
第
四
回
委
員
会
で
、
前
回
会
議
で
の
検
討
結
果
を
大
統

領
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
大
統
領
も
同
じ
考
え
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
�

ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
自
身
は
、
無
条
件
降
伏
と
い
う
言
葉
は

使
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
す
で
に
発
想
と
し
て
は
も
っ
て
お
り
、
一
九
四
二
年
一
月
一
日
の
「
連
合
国
共
同
宣
言
（�

���������
�
�
�

�
���������
�
��
��

�
�
����
�
����
�
�

�
�
����
��
����
�
�

）」
で
は
、「
敵
国
に
対
す
る
『
完
全
勝
利
（��

�
�
����
�����
��

��
�
�
����������
��

）』」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
�

「
完
全
勝
利
」

と
い
う
言
葉
は
「
無
条
件
降
伏
」
と
い
う
語
と
は
、
前
者
が
勝
者
の
側
に
立
っ
た
言
葉
と
す
れ
ば
、
後
者
は
敗
者
の
側
に
立
つ
語
と

い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
、
中
途
半
端
な
交
渉
に
よ
る
休
戦
方
式
を
否
定
す
る
点
で
は
相
違
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、

デ
ー
ヴ
ィ
ス
委
員
長
が
報
告
し
た
際
に
、
中
途
半
端
な
休
戦
方
式
を
否
定
す
る
考
え
を
も
っ
て
い
た
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
自
分
も
同
じ

（　

）
１８た
。

（　

）
２１る
。

（　

）
２３る
。

（　

）
２４る
。

（　

）
２０
　

（　

）
１９
　

（　

）
２２
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考
え
で
あ
る
、
と
述
べ
た
の
で
あ
り
、
自
分
の
考
え
を
表
明
す
る
の
に
適
し
た
、
戦
争
に
対
す
る
米
国
の
強
い
意
志
を
示
す
語
と
し

て
、
こ
の
時
、
こ
の
無
条
件
降
伏
と
い
う
言
葉
が
彼
の
心
に
銘
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
デ
ー
ヴ
ィ
ス
委
員
会

か
ら
、「
無
条
件
降
伏
」
と
い
う
言
葉
の
ア
イ
デ
ア
を
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
の
宣
明
の
八
ヵ
月

前
の
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
の
宣
明
後
、
国
の
内
外
よ
り
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
の
修
正
・
批
判
の
動
き
に
晒
ら

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
何
故
、
彼
が
こ
の
原
則
を
宣
明
し
た
の
か
、
そ
の
背
景
、
理
由
に
つ
い
て
探
っ
て
み
よ
う
。

　

主
た
る
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
無
条
件
降
伏
を
宣
明
し
た
理
由
は
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
戦
後
世
界
の
平
和
を
永

続
化
さ
せ
る
と
い
っ
た
目
的
か
ら
で
あ
ろ
�

そ
の
た
め
に
は
、
再
び
ド
イ
ツ
、
日
本
、
イ
タ
リ
ア
と
い
っ
た
枢
軸
諸
国
が
世
界
平

和
を
乱
す
侵
略
戦
争
を
始
め
な
い
よ
う
に
、
徹
底
し
て
そ
の
軍
事
力
を
除
去
し
、
他
国
民
の
隷
属
と
征
服
に
基
づ
く
彼
ら
の
哲
学
の

破
壊
が
必
要
と
な
る
、
と
の
考
え
で
あ
�

従
っ
て
、
こ
れ
ら
枢
軸
諸
国
と
の
交
渉
に
よ
る
和
平
は
有
り
得
な
い
こ
と
で
あ
り
、
彼

ら
の
降
伏
は
無
条
件
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
こ
の
原
則
を
宣
明
し
た
理
由
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
ド
イ
ツ
が
第
一
次
大
戦
に
お
い
て
、
戦
場
で
決
し
て
敗
け
た
の
で
は
な
い
と
い
う
主
張
が
再
び
な
さ
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
今
度
は
彼
ら
が
完
全
に
敗
北
し
た
こ
と
を
強
制
的
に
認
識
さ
せ
る
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て

討
議
し
た
一
九
四
二
年
五
月
三
日
の
第
三
回
安
全
保
障
問
題
小
委
員
会
で
、
委
員
の
ロ
ン
グ
（�

����
��
���
��
�
�
�
�

�
����
��
���
����
�
�
�

）
国
務
次
官
補

は
、「
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
前
の
戦
争
（
第
一
次
大
戦
）
の
終
結
時
に
、
無
条
件
降
伏
を
え
な
か
っ
た
た
め
に
、
今
次
の
戦
争
を
戦
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
会
議
の
メ
ン
バ
ー
全
員
が
こ
の
発
言
に
同
意
し
た
、
と
会
議
の
議
事
録
は
記
し
て
い
�

こ
の
点
に

つ
い
て
は
デ
ー
ヴ
ィ
ス
か
ら
無
条
件
降
伏
が
必
要
で
あ
る
こ
と
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
大
統
領
に
報
告
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

�

（　

）
２５う
。

（　

）
２６る
。

（　

）
２７る
。

（　

）
２８る
。
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ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
自
身
も
、
一
九
四
四
年
七
月
二
十
九
日
の
記
者
会
見
で
、
記
者
の
「
無
条
件
降
伏
の
立
場
は
依
然
と
し
て
変
わ
ら
な

い
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
す
べ
て
の
ド
イ
ツ
人
は
、
こ
の
前
の
戦
争
で
降
伏
し
た
事
実
を
否
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
度

は
、
そ
の
こ
と
を
知
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
答
え
て
い
�

　

第
二
に
は
、
戦
線
に
お
い
て
孤
立
感
を
深
め
て
い
る
ロ
シ
ア
を
激
励
す
る
と
い
っ
た
目
的
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
会
議
の
公
式
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
、
ロ
シ
ア
の
こ
と
に
つ
い
て
、「
大
統
領
と
首
相
は
、
ロ
シ
ア
が
全
戦
線
に
わ
た
っ
て
受

け
つ
つ
あ
る
巨
大
な
重
み
を
充
分
に
理
解
し
て
い
る
。
最
良
の
選
択
時
点
に
お
い
て
で
き
る
限
り
敵
を
釘
付
け
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ロ
シ
ア
軍
の
負
担
を
可
能
な
限
り
除
く
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の
目
的
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
�

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
会
談
後
の
共
同

記
者
会
見
で
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
無
条
件
降
伏
を
宣
明
し
た
の
は
、
米
英
の
わ
れ
わ
れ
も
敵
国
の
無
条
件
降
伏
に
い
た
る
ま
で
最
後

ま
で
戦
い
抜
く
と
い
っ
た
意
向
を
ス
タ
ー
リ
ン
に
伝
え
る
こ
と
を
意
図
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
会
議
に
先
立
つ
一

九
四
三
年
一
月
七
日
の
米
統
合
参
謀
長
会
議
で
、
既
述
の
と
お
り
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
ロ
シ
ア
の
戦
線
に
お
け
る
士
気
、
ス
タ
ー

リ
ン
の
戦
争
に
お
け
る
孤
立
感
に
言
及
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ベ
ル
リ
ン
に
到
達
す
る
ま
で
戦
い
続
け
、
わ
れ
わ
れ
の
唯
一
の
条
件

は
、
無
条
件
降
伏
で
あ
る
こ
と
を
ス
タ
ー
リ
ン
に
知
ら
せ
る
こ
と
だ
、
と
述
べ
て
い
�

ま
だ
い
く
つ
か
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
宣
明
の

理
由
も
考
え
ら
れ
よ
�

、
以
上
述
べ
た
主
と
し
て
三
つ
の
理
由
か
ら
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
無
条
件
降
伏
原
則

の
宣
明
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

無
条
件
降
伏
と
い
う
言
葉
は
、
一
見
、
明
瞭
な
語
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
必
ず
し
も
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
明
確
で
は
な
い
。

デ
ー
ヴ
ィ
ス
委
員
会
が
指
摘
し
て
い
�

う
に
、
無
条
件
降
伏
と
は
、
戦
争
終
結
に
際
し
て
、
交
渉
に
よ
る
休
戦
を
拒
否
し
、
強
制

に
よ
る
戦
争
の
終
結
を
意
味
し
、
勝
者
の
「
一
方
性
の
貫
徹
」
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
そ
の
「
一
方
性
の
貫
徹
」
に
つ
い
て
大
別
す

る
と
、
�一
�

勝
者
が
一
際
条
件
を
示
さ
ず
、
敗
者
に
条
件
を
付
け
さ
せ
ず
、
強
制
的
に
降
伏
さ
せ
る
こ
と
、
�二
�

勝
者
が
一
定
の
条
件
を

（　

）
２９る
。

（　

）
３０る
。

（　

）
３１る
。

（　

）
３２う
が

（　

）
３３る
よ
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提
示
し
、
敗
者
が
条
件
を
付
け
ず
に
、
そ
の
ま
ま
無
条
件
に
受
け
入
れ
る
こ
と
、
の
二
つ
の
場
合
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
ロ
ー
ズ
ベ
ル

ト
が
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
宣
明
し
た
時
、
こ
の
無
条
件
降
伏
の
意
味
に
つ
い
て
厳
密
に
定
義
し
、
深
く
考
え
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な

い
が
、
彼
の
念
頭
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
�一
�

の
峻
厳
な
立
場
に
立
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
そ
の

後
、
無
条
件
降
伏
原
則
に
つ
い
て
の
国
の
内
外
か
ら
の
批
判
、
修
正
の
動
き
に
対
応
し
て
、
若
干
そ
の
解
釈
を
変
え
る
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
項
の
と
こ
ろ
で
考
察
し
た
い
。

　

と
も
あ
れ
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
無
条
件
降
伏
原
則
が
宣
明
さ
れ
た
後
、
こ
の
言
葉
は
広
く
流
布
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ン
に
登
場
す
る
と
と
も
に
、
次
第
に
、
明
確
に
確
固
た
る
米
国
の
終
戦
処
理
の
基
本
政
策
と
し
て
、
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

三
、
無
条
件
降
伏
原
則
へ
の
批
判
と
修
正
の
動
き

　

�一
�

米
国
内

　

ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
、
既
述
の
ご
と
く
、
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
初
め
て
言
及
し
た
の
は
、
一
九
四
三
年
一
月
七
日
の
米
統
合
参
謀

長
会
議
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
は
、
戦
線
に
お
い
て
孤
立
感
を
深
め
て
い
る
ス
タ
ー
リ
ン
を
激
励
す
る
と
い
っ
た
意
味
で
、

ベ
ル
リ
ン
に
到
達
す
る
ま
で
わ
れ
わ
れ
連
合
国
は
戦
い
続
け
、
そ
の
唯
一
の
条
件
は
無
条
件
降
伏
で
あ
る
こ
と
を
ス
タ
ー
リ
ン
に
知�

ら
せ
る

�

�

�

と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
、
さ
り
げ
な
く
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
語
っ
て
お
り
、
会
議
に
出
席
し
て
い
た
軍
の
指
導
者
た
ち

は
、
初
め
て
聞
い
た
言
葉
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
意
味
の
重
大
性
に
つ
い
て
あ
ま
り
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

も
し
彼
ら
が
気
づ
い
て
い
た
と
し
て
も
、
大
統
領
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
て
い
な
い
限
り
、
こ
の
よ
う
な
政
治
・
軍
事
目
的
に
つ
い

て
特
に
意
見
を
言
う
こ
と
は
難
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
�

従
っ
て
、
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
こ
の
会
議
で
は
討
議
の
対
象
に
な
っ
て

（　

）
３４る
。
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い
な

�
会
議
に
出
席
し
て
い
た
マ
ー
シ
ャ
ル
陸
軍
参
謀
総
長
は
、
側
近
の
ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
将
軍
に
、「
こ
の
会
議
で
、
初
め
て
カ

サ
ブ
ラ
ン
カ
で
討
議
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
無
条
件
降
伏
の
方
式
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
�

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
問
題
は
、
米
・
英
両
軍
首
脳
部
に
よ
っ
て
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
会
議
で
討
議
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
カ
サ
ブ
ラ

ン
カ
会
議
中
の
米
統
合
参
謀
長
会
議
及
び
米
英
合
同
参
謀
長
会
議
と
も
に
、
こ
の
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
記
録
は
残
っ

て
い
な
い
。
た
だ
一
月
十
八
日
の
米
英
合
同
参
謀
長
会
議
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
が
、
ド
イ
ツ
、
日
本
の
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
言
及
し

て
い
る
が
、
こ
れ
も
チ
ャ
ー
チ
ル
の
一
方
的
発
言
で
、
米
英
の
軍
首
脳
部
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
わ
け
で
は

な
�

だ
が
、
米
統
合
及
び
米
英
合
同
の
参
謀
長
会
議
に
一
部
参
加
し
て
い
た
米
国
の
ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
将
軍
は
、
こ
の
問
題
に
大

き
な
関
心
を
も
っ
て
お
り
、
無
条
件
降
伏
原
則
に
反
対
意
見
を
も
っ
て
い
た
デ
ィ
ー
ン
（��

�
�
�
�
�
���
�

���
�
�
��
���
���
�

）
米
統
合
参
謀
長
会
議
事

務
局

�
ら
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
開
か
れ
た
際
、「
無
条
件
降
伏
は
間
違
い
な
く
ド
イ
ツ
人
を
最
後
ま
で
戦
わ
せ
る
こ
と
に
な
ろ

う
」
と
述
べ
、
こ
の
自
分
の
意
見
を
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
米
統
合
参
謀
長
会
議
で
言
っ
�

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ

で
の
米
統
合
参
謀
長
会
議
及
び
米
英
合
同
参
謀
長
会
議
の
い
ず
れ
の
会
議
の
公
式
議
事
録
に
も
、
ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
の
無
条
件
降
伏

に
関
す
る
発
言
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
、
ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
と
こ
の
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
と

さ
れ
る
デ
ィ
ー
ン
将
軍
も
、
米
統
合
及
び
米
英
合
同
の
参
謀
長
会
議
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
こ
の
問
題
は
全
く
討
議
さ
れ
な
か
っ

た
、
と
否
定
し
て
い
�

ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
の
回
想
に
あ
る
よ
う
に
、
彼
が
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
会
議
で
、
本
当
に
無
条
件
降
伏
の
問

題
に
つ
い
て
発
言
し
た
の
か
ど
う
か
は
記
録
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
に
不
明
確
で
あ
る
が
、
大
統
領
が
出
席
し
て
い
な
い
会
議

で
、
オ
フ
レ
コ
で
彼
が
意
見
を
述
べ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
あ
る
朝
の
米

統
合
参
謀
長
会
議
で
、
オ
フ
レ
コ
で
無
条
件
降
伏
の
問
題
を
も
ち
出
し
、「
私
（
ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
）
が
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
明
確

な
考
え
を
も
っ
て
い
る
の
を
知
り
、
簡
潔
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
よ
う
に
言
っ
た
」
と
ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
は
回
想
し

（　

）
３５い
。

（　

）
３６る
。

（　

）
３７い
。

（　

）
３８長
か

（　

）
３９た
、

（　

）
４０る
。
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て
い
�

こ
の
無
条
件
降
伏
原
則
は
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
、
軍
当
局
者
を
含
め
誰
と
も
相
談
せ
ず
に
決
め
た
こ
と
だ
け
に
、
ま
た
そ

の
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
後
も
討
議
の
対
象
と
は
し
な
か
っ
た
だ
け
に
、
軍
当
局
者
が
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
議
論
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
無
条
件
降
伏
は
軍
事
目
標
で
あ
っ
た
が
高
度
の
政
治
問
題
で
も
あ
っ
た
だ
け
に
、
現
実
に
は
難
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
従

っ
て
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
は
、
こ
の
原
則
は
、
会
議
で
オ
フ
レ
コ
で
若
干
話
が
出
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
実
に
は
討
議
の
対
象
に

は
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
解
釈
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

大
統
領
の
軍
事
顧
問
で
あ
っ
た
リ
ー
ヒ
統
合
参
謀
長
は
、
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
驚
く
べ
き
出
来
事
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
大
統
領
と
首
相
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
最
後
の
記
者
会
見
で
、『
無

条
件
降
伏
』
の
原
則
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
の
知
る
限
り
、
こ
の
政
策
は
、
米
英
合
同
参
謀
長
会
議
で
は
討
議
さ
れ

な
か
っ
�

軍
事
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
政
策
は
わ
れ
わ
れ
が
敵
を
破
壊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る

が
故
に
、
そ
の
実
施
に
は
、
戦
闘
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
の
困
難
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。
…
…
戦
争
が

終
わ
る
前
に
あ
る
地
域
で
は
条
件
付
降
伏
を
認
め
る
こ
と
が
よ
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
い
く
つ
か
の
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
が
、
わ
れ

わ
れ
は
そ
う
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
�

　

こ
の
リ
ー
ヒ
の
回
想
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
ま
ず
軍
事
問
題
に
関
す
る
大
統
領
の
側
近
中
の
側
近
で
あ
っ
た
彼
が
、
予
め
ロ
ー
ズ

ベ
ル
ト
か
ら
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
何
ら
相
談
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
原
則
が
戦
闘
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ

の
困
難
を
増
大
さ
せ
る
、
と
し
て
、
こ
の
原
則
に
彼
が
反
対
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
リ
ー
ヒ
を
初
め
と
し
て
当
局
者
が
ロ

ー
ズ
ベ
ル
ト
に
時
と
し
て
条
件
付
降
伏
の
受
け
入
れ
が
望
ま
し
い
と
進
言
し
た
が
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
拒
否
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る

発
言
を
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

一
方
、
一
月
七
日
の
会
議
を
初
め
と
し
て
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
米
統
合
及
び
米
英
合
同
の
参
謀
長
会
議
に
常
に
出
席
し
て
い
た
キ

（　

）
４１る
。（　

）
４２た
。

（　

）
４３」。
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ン
グ
海
軍
作
戦
部
長
も
、
戦
争
が
進
む
中
で
、「
こ
の
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
お
気
に
入
り
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
無
条
件
降
伏
原
則
）
は
間
違

い
で
あ
る
こ
と
を
ま
す
ま
す
確
信
す
る
よ
う
に
な
り
」、「
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
厳
し
過
ぎ
」、「
言
わ
ず
に
お
い
た
方
が
よ
か
っ
た
」

と
語
っ
て
い
�

　

他
方
、
陸
軍
参
謀
総
長
の
マ
ー
シ
ャ
ル
は
こ
の
原
則
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ

ー
の
回
想
録
に
も
出
て
く
る
よ
う
に
、
大
統
領
の
考
え
と
は
い
う
も
の
の
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
会
談
当
時
、
重
大
関
心
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
は
別
に
し
て
、
こ
の
原
則
の
問
題
性
に
は
気
付
い
て
い
た
と
思
わ
れ
�

た
だ
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
後
の
回
想
で
、
無
条
件
降
伏

に
つ
い
て
の
批
判
は
口
に
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
も
し
無
条
件
降
伏
方
式
が
存
在
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
ド
イ
ツ
と
日
本
は
も
う
少
し
早
く
戦
争
の
敗
北
を
認

め
た
か
も
知
れ
な
い
可
能
性
が
あ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
私
は
そ
の
宣
言
が
ヤ
ル
タ
（
筆
者
注
―
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
間
違
い
―
）

で
な
さ
れ
た
時
、
ド
イ
ツ
人
同
様
、
わ
が
国
民
、
英
国
人
及
び
一
般
的
に
連
合
国
の
国
民
に
大
き
な
心
理
的
影
響
を
与
え
た
と
思

う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
戦
闘
に
お
け
る
敗
北
の
時
期
を
脱
し
つ
つ
あ
り
、
今
や
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
終
結
へ
向
け
て
動

き
出
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
世
界
に
宣
言
と
し
て
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
し
た
か
ら
で
あ
る
�

　

マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
こ
の
原
則
の
宣
明
が
戦
争
を
長
引
か
せ
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
攻
撃
と
支
配
下
に
苦
し
ん
で
い

る
ド
イ
ツ
国
民
及
び
連
合
国
の
諸
国
民
に
与
え
た
プ
ラ
ス
の
心
理
面
で
の
影
響
を
評
価
し
て
い
る
。
後
に
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
、
記
者
か
ら
の
「
無
条
件
降
伏
方
式
を
放
棄
さ
せ
る
よ
う
試
み
た
こ
と
が
あ
る
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
し
た
記
憶
は
な
い
」
と
答
え
て
い
�

　

概
し
て
、
米
統
合
参
謀
部
と
し
て
は
、
米
軍
の
総
司
令
官
で
も
あ
る
大
統
領
が
決
め
た
無
条
件
降
伏
と
い
う
軍
事
・
政
治
目
的
に

対
し
て
、
そ
の
目
的
達
成
の
作
戦
立
案
を
任
務
と
す
る
立
場
か
ら
、
大
統
領
よ
り
何
ら
か
の
相
談
が
な
い
限
り
、
こ
の
無
条
件
降
伏

（　

）
４４る
。

（　

）
４５る
。

（　

）
４６」。

（　

）
４７る
。
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の
原
則
に
つ
い
て
表
立
っ
て
批
判
・
修
正
の
意
見
を
積
極
的
に
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
リ
ー
ヒ
は
、
大
統

領
の
軍
事
顧
問
と
い
う
立
場
か
ら
修
正
意
見
を
述
べ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
陸
、
海
軍
の
作
戦
部
の
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
、

マ
ー
シ
ャ
ル
、
キ
ン
グ
に
は
難
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
全
く
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
米
統
合
参
謀
部
で
議
論
が
な
さ

れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
一
九
四
五
年
に
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
の
意
味
の
明
確
化

の
問
題
が
生
じ
た
時
に
、「
米
統
合
参
謀
本
部
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
協
議
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
だ
が
、「
そ
の
協
議
か
ら
何
ら

か
の
意
義
の
あ
る
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
た
こ
と
の
記
憶
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
�

　

こ
の
よ
う
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
統
合
参
謀
部
は
、
原
則
の
修
正
へ
向
け
て
の
動
き
に
は
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
米
英
連
合
軍
の
米
国
側
の
軍
首
脳
た
ち
は
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
四
三
年
四
月
十
一
日
、
当
時
国
務
次
官
で
あ

っ
た
ス
テ
テ
ィ
ニ
ア
ス
（�

�
�
���
�
�
�
������

��
��
���

�
�
�
���
��
���
������
��
������
）
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
軍
総
司
令
部
を
訪
問
し
た
時
、
総
司
令
官
の
ア
イ
ゼ
ン

ハ
ワ
ー
（�

�
���
�
�
�
�
����
�
�
�
��

�
�
���
���
���
����
�
�
�
��
）
と
参
謀
長
の
ス
ミ
ス
（�

�����
�
�
�
�
���

�
�������
���
�
���

）
の
両
将
軍
か
ら
、
ス
テ
テ
ィ
ニ
ア
ス
は
無
条
件

降
伏
の
修
正
提
案
を
受
け
た
、
と
日
記
に
記
し
て
い
�

ス
テ
テ
ィ
ニ
ア
ス
は
、
こ
れ
ら
両
将
軍
と
の
会
談
の
結
果
、
四
月
十
三
日
、

「
両
将
軍
が
、
敗
北
後
の
ド
イ
ツ
処
理
の
基
本
原
則
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
条
件
降
伏
の
意
味
を
明
確
化
す
る
」
こ

と
を
求
め
て
い
る
、
と
ハ
ル
（�

�
��
���
�
�
��

�
�
��
�����
�
��
）
国
務
長
官
に
電
報
で
報
告
し
て
い

�
ハ
ル
は
、
四
月
十
五
日
、
こ
の
ス
テ
テ
ィ
ニ

ア
ス
の
電
報
を
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
送
っ
た
と
こ
ろ
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
「
こ
の
こ
と
に
対
す
る
返
事
は
、
送
る
前
に
必
ず
私
の
承
認

を
求
め
る
よ
う
に
し
な
さ
い
」
と
ハ
ル
に
書
き
送
っ
て
い
�

　

以
上
、
軍
部
の
動
向
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
米
国
国
務
省
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
ハ
ル
国
務
長
官
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ハ
ル
は
、
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

（　

）
４８る
。

（　

）
４９る
。

（　

）
５０る
。

（　

）
５１る
。
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「
無
条
件
降
伏
と
い
う
原
則
は
、
枢
軸
国
と
衛
星
諸
国
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
政
策
と
そ
れ
ら
諸
国
の
将
来
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ

の
計
画
に
暗
影
を
投
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
来
、
こ
の
原
則
は
国
務
省
の
考
え
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
四
三
年
一
月
の

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
会
談
中
に
、
大
統
領
が
、
チ
ャ
ー
チ
ル
氏
も
同
席
し
た
新
聞
記
者
会
見
で
、
突
然
こ
の
こ
と
を
発
表
し
た
時
、
チ

ャ
ー
チ
ル
氏
同
様
わ
れ
わ
れ
も
非
常
に
驚
い
た
�

　

こ
の
発
言
か
ら
、
ハ
ル
は
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
か
ら
事
前
に
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
な
か
っ
た
し
、
そ
の
発
表
に
つ
い

て
も
何
も
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
不
可
解
な
点
は
、「
本
来
、
こ
の
原
則
は
国
務
省
の
考
え
で
は
な
か
っ

た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
ハ
ル
は
、「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
会
議
よ
り
三
年
以
上
も
前
に
始
ま
っ
た
国
務
省
の
戦
後
計
画

の
討
議
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
無
条
件
降
伏
の
ア
イ
デ
ア
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
も
述
べ
て
い
�

こ
の
無
条
件
降
伏
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
述
の
ご
と
く
、
一
九
四
二
年
五
月
六
日
の
、
国
務
長
官
が
主
宰
者
と
な
っ
て
い
る
戦
後
対
外
政
策
諮
問
委
員

会
下
の
安
全
保
障
問
題
小
委
員
会
で
討
議
さ
れ
、
デ
ー
ヴ
ィ
ス
委
員
長
が
、
委
員
会
で
検
討
し
た
こ
と
を
大
統
領
に
報
告
し
た
時
、

大
統
領
も
同
じ
考
え
で
あ
っ
た
と
、
そ
の
後
の
会
議
で
述
べ
て
い
る
。
た
だ
デ
ー
ヴ
ィ
ス
委
員
長
が
大
統
領
に
枢
軸
国
の
無
条
件
降

伏
に
つ
い
て
報
告
を
し
た
が
、
勧
告
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
�

と
は
事
実
で
あ
る
が
、
ハ
ル
が
「
国
務
省
の
委
員
会
で
も

討
議
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
に
反
す
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
無
条
件
降
伏
の

委
員
会
で
の
討
議
に
関
し
て
デ
ー
ヴ
ィ
ス
委
員
長
が
、
上
司
の
ハ
ル
に
報
告
せ
ず
、
特
に
親
密
で
あ
っ
た
個
人
的
関
係
か
ら
大
統
領

に
非
公
式
に
委
員
会
で
の
討
議
結
果
を
知
ら
せ
�

い
う
こ
と
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
ハ
ル
が
、
デ
ー
ヴ
ィ
ス
か
ら
報
告
を
受
け
て

い
な
が
ら
あ
り
え
な
い
こ
と
と
思
う
が
、
そ
の
こ
と
を
『
回
想
録
』
執
筆
時
に
忘
れ
て
い
た
（
ち
な
み
に
、
ハ
ル
の
『
回
想
録
』
は

一
九
四
八
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
）
か
、
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。
た
だ
軍
首
脳
と
同
様
、
ハ
ル
も
大
統
領
か
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
発
表
前
に
相
談
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

（　

）
５２」。

（　

）
５３る
。

（　

）
５４た
こ

（　

）
５５た
と
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ハ
ル
は
、
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
、
多
く
の
同
僚
の
人
た
ち
と
同
じ
く
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
理
由
に
よ
っ
て
、
こ
の
原
則
に
反

対
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。

「
一
つ
は
、
こ
れ
は
枢
軸
国
を
絶
望
さ
せ
、
そ
の
抵
抗
を
よ
り
一
層
強
固
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
争
を
長
引
か
せ
る

か
も
し
れ
な
い
点
で
あ
っ
た
。
…
…
こ
れ
は
ナ
チ
ス
の
宣
伝
家
た
ち
の
手
で
一
つ
の
武
器
に
な
っ
た
。

　

二
つ
め
は
、
こ
の
原
則
は
、
戦
勝
国
が
論
理
的
に
敗
戦
国
の
地
方
、
中
央
政
府
の
全
局
面
の
職
務
を
引
き
受
け
、
す
べ
て
の
行

政
活
動
を
行
う
任
務
を
戦
勝
国
に
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
点
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
及
び
連
合
諸
国
は
、
こ
の
大
き
な
義
務
を
負

う
準
備
は
全
く
な
か
っ
た
�

　

し
か
し
、
ハ
ル
は
、
大
統
領
が
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
あ
ん
な
に
強
く
こ
の
原
則
を
述
べ
た
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
少
な
く
と
も
形
式
上

そ
れ
に
従
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
、
と
言
っ
て
い
�

だ
が
、
そ
の
後
、
ハ
ル
は
、
英
国
、
ソ
連
等
の
諸
外
国
か
ら
の
修
正
要
求
に

対
応
し
、
大
統
領
に
原
則
の
修
正
・
緩
和
へ
向
け
て
の
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　

一
九
四
三
年
十
二
月
三
十
一
日
に
、
モ
ロ
ト
フ
（�

�
�
�
�
�
��
��
�

�
���
���
�
��
��
�

）
ソ
連
外
相
が
ハ
リ
マ
ン
（�

������
�
�
�
�����

��

�
��������
���
�����
��

）
ソ
連
駐

在
米
国
大
使
に
会
っ
た
際
、
無
条
件
降
伏
と
い
う
言
葉
の
意
味
と
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
米
国
政
府
の
態
度
に
つ
い
て
聞
い
て
き

て
い
る
、
と
し
、
ハ
ル
は
、
一
九
四
四
年
一
月
十
四
日
、
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
の
何
ら
か
の
公
的
定
義
に
関
し
て
ソ
連
、
英
国
と

米
国
の
三
ヵ
国
で
協
議
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
覚
書
を
大
統
領
に
書
き
送
っ
�

こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
一
月
十
七

日
、
次
の
よ
う
に
回
答
し
て
い
る
。

「
率
直
に
言
っ
て
、『
無
条
件
降
伏
』
と
い
う
言
葉
の
定
義
を
す
る
た
め
に
、
会
議
を
開
く
こ
と
に
は
賛
成
で
は
な
い
。
…
…
ド
イ

ツ
人
に
は
、
私
が
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
の
演
説
で
話
し
た
こ
と
を
喧
し
く
繰
り
返
し
て
言
っ
て
や
れ
ば
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ

わ
れ
は
、
ド
イ
ツ
人
を
破
滅
さ
せ
る
つ
も
り
は
な
く
、
彼
ら
が
現
在
の
征
服
哲
学
を
除
去
す
る
と
い
う
条
件
付
き
で
、
他
の
ヨ
ー

（　

）
５６」。

（　

）
５７る
。

（　

）
５８た
。
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ロ
ッ
パ
諸
国
民
と
同
じ
よ
う
に
彼
ら
が
生
き
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
望
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
。

　

第
二
に
、
ド
イ
ツ
と
ソ
連
に
対
し
て
、
無
条
件
降
伏
が
実
際
の
と
こ
ろ
何
を
意
味
す
る
か
と
い
う
こ
と
の
最
良
の
定
義
に
つ
い

て
も
話
し
て
や
る
べ
き
だ
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
グ
ラ
ン
ト
（�

������
�
�
�
���
�

�
��������
���
���
��

―
南
北
戦
争
時
の
北
軍
の
総
司
令
官
―
）
に
、

リ
ー
（�

�
�
���
�
�
�
��

�
�
�
�����
���
���

―
南
軍
の
総
司
令
官
―
）
が
降
伏
し
た
時
の
話
が
も
っ
と
も
分
か
り
や
す
い
。
す
な
わ
ち
、
リ
ー
は
、

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
条
件
に
つ
い
て
話
し
た
が
っ
た
。
グ
ラ
ン
ト
は
、
リ
ー
に
グ
ラ
ン
ト
の
公
正
さ
を
信
頼
せ
よ
、
と
言
っ
た
。
そ

し
て
、
リ
ー
は
降
伏
し
た
。
と
同
時
に
直
ち
に
リ
ー
は
南
部
軍
将
兵
の
馬
の
問
題
を
も
ち
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
馬
は
、
大
部
分
南

部
軍
将
兵
が
個
人
で
も
っ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
グ
ラ
ン
ト
は
、
リ
ー
に
馬
は
春
の
耕
作
用
に
必
要
だ
か
ら
も
ち
帰
っ
て
も
よ

い
と
言
っ
て
、
こ
の
問
題
を
解
決
し
た
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
話
せ
ば
、
ロ
シ
ア
人
と
英
国
と
わ
れ
わ
れ
の
間
で
、『
無
条
件
降

伏
』
を
定
義
す
る
た
め
何
度
も
会
議
す
る
よ
り
は
、
も
っ
と
大
き
な
影
響
を
ド
イ
ツ
人
に
与
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
�

　

ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
無
条
件
降
伏
の
意
味
の
説
明
に
際
し
て
、
よ
く
南
北
戦
争
時
の
リ
ー
と
グ
ラ
ン
ト
の
故
事
を
も
ち
出
し
て�

い
�

こ
の
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
説
明
か
ら
、
彼
の
言
う
と
こ
ろ
の
無
条
件
降
伏
と
は
、
無
条
件
に
降
伏
す
る
こ
と
が
先
決
で
、
そ
の

上
で
敗
者
の
側
の
条
件
に
つ
い
て
は
聞
く
耳
を
も
つ
と
い
う
意
味
に
解
釈
で
き
る
。
従
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
無
条
件
降
伏
の
原
則
は

維
持
し
、
予
め
そ
の
修
正
・
緩
和
に
は
応
じ
な
い
、
と
い
う
の
が
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
英
国

か
ら
の
、
枢
軸
側
の
衛
星
諸
国
に
対
し
て
は
無
条
件
降
伏
原
則
の
適
用
を
放
棄
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
を
受
け
、
ハ
ル
は
、
一

九
四
四
年
三
月
二
十
五
日
、「
枢
軸
側
の
衛
星
諸
国
の
無
条
件
降
伏
に
関
す
る
モ
ス
ク
ワ
で
の
会
議
決
定
（
―
一
九
四
三
年
十
一
月
の

モ
ス
ク
ワ
宣
言
―
）
か
ら
わ
れ
わ
れ
が
抜
け
出
す
こ
と
は
今
や
得
策
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
覚
書
を
送
っ
�

に
対
し
て
、

四
月
一
日
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
次
の
よ
う
に
回
答
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

「
そ
の
こ
と
は
、
別
に
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
無
条
件
降
伏
と
い
う
言
葉
を
放
棄
し
た
り
、
例
外
を
も
う
け

（　

）
５９」。

（　

）
６０る
。

（　

）
６１た
の
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た
り
す
る
こ
と
は
間
違
い
で
あ
ろ
う
。
…
…

　

一
九
四
一
年
八
月
の
大
西
洋
憲
章
当
時
と
一
九
四
三
年
の
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
会
議
の
時
に
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル

ー
マ
ニ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
枢
軸
側
の
衛
星
国
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
諸
国
は
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
が
わ
れ
わ
れ
の

敵
で
あ
っ
た
の
と
同
じ
意
味
で
の
敵
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
四
つ
の
小
衛
星
諸
国
は
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
に
強
要
さ
れ
て
敵

国
に
な
っ
た
。
だ
が
、
例
外
を
も
う
け
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
と
思
う
。
イ
タ
リ
ア
は
無
条
件
降
伏
し
た
が
、
同
時
に
多
く
の
特

権
を
与
え
ら
れ
た
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
降
伏
の
場
合
も
そ
う
す
べ
き
で
あ
る
�

　

ハ
ル
は
、
こ
の
大
統
領
の
返
事
を
受
け
取
っ
た
後
、「
私
の
同
僚
の
多
く
の
人
た
ち
が
、
再
度
、
私
が
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
大

統
領
と
協
議
す
る
よ
う
覚
書
で
勧
告
し
て
き
た
」
の
で
、
四
月
四
日
、
再
び
大
統
領
に
、
再
考
を
促
す
手
紙
を
書
き
送
っ
�

そ
れ

に
対
し
て
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
翌
日
、
次
の
よ
う
な
返
答
を
し
て
い
る
。

「
私
は
、
あ
な
た
の
四
月
四
日
付
け
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
枢
軸
側
の
衛
星
諸
国
に
対
す
る
無
条
件
降
伏
適
用
の
例
外
扱
い
に
つ
い

て
の
覚
書
を
読
ん
だ
。
私
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
深
く
理
解
し
て
い
る
が
、
何
と
し
て
も
無
条
件
降
伏
の
原
則
を
放
棄
し
た
と
言

い
た
く
な
い
。
具
体
的
な
例
が
生
じ
る
前
に
、
一
般
的
原
則
に
例
外
を
も
う
け
る
こ
と
は
、
極
め
て
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。
も
し

原
則
に
い
く
つ
か
の
例
外
を
も
う
け
た
な
ら
ば
、
そ
の
後
に
す
べ
て
の
場
合
に
そ
の
例
外
が
適
用
さ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
生
じ

る
こ
と
に
な
る
の
を
わ
れ
わ
れ
は
知
っ
て
い
る
�

　

以
上
見
て
き
た
ご
と
く
、
ハ
ル
は
、
ソ
連
、
英
国
の
意
向
も
あ
り
、
原
則
の
修
正
・
緩
和
に
つ
い
て
何
度
か
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
を
説

得
し
よ
う
と
し
た
が
、
す
べ
て
失
敗
に
終
っ
て
い
る
。
ハ
ル
は
病
気
の
た
め
、
一
九
四
四
年
十
一
月
二
十
七
日
、
国
務
長
官
を
辞
任

し
、
十
一
月
三
十
日
、
国
務
次
官
の
ス
テ
テ
ィ
ニ
ア
ス
が
国
務
長
官
職
を
継
い
だ
。
ス
テ
テ
ィ
ニ
ア
ス
は
、
国
務
長
官
に
な
っ
て
か

ら
、
主
と
し
て
米
国
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
た
国
際
連
合
の
設
立
準
備
作
業
に
追
わ
れ
、
ま
た
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
無
条
件
降
伏

（　

）
６２」。

（　

）
６３た
。

（　

）
６４」。
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原
則
に
つ
い
て
の
固
い
意
志
を
知
っ
て
い
た
か
ら
か
、
前
任
者
の
ハ
ル
と
違
っ
て
こ
の
問
題
で
、
そ
の
意
味
の
明
確
化
、
修
正
に
関

し
て
大
統
領
と
協
議
す
る
と
い
う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
意
向

を
そ
の
ま
ま
受
け
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
代
弁
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
例
え
ば
、
一
九
四
五
年
に
な

っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
軍
が
ド
イ
ツ
国
内
に
進
攻
し
た
際
に
、
米
英
連
合
軍
総
司
令
部
の
意
向
を
代
表
し
て
、
総
司
令
部
の
ド
イ

ツ
問
題
担
当
政
治
顧
問
の
マ
ー
フ
ィ
ー
（�

�
�
���
�
�
�
�
��
�
�

�
�
�
�����
���
�
��
�
�

）
が
、
自
ら
の
上
司
で
あ
る
国
務
長
官
の
ス
テ
テ
ィ
ニ
ア
ス
宛
に
、

数
回
無
条
件
降
伏
の
修
正
を
訴
え
る
文
書
を
送
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ス
テ
テ
ィ
ニ
ア
ス
は
、
一
九
四
五
年
四
月
十
日
、
本
年

の
一
月
十
六
日
の
電
報
で
貴
下
に
す
で
に
伝
え
た
よ
う
に
、
無
条
件
降
伏
は
絶
対
的
な
政
策
で
あ
り
、
こ
の
政
策
の
維
持
の
立
場
を

繰
り
返
し
述
べ
た
い
、
と
し
て
、「
無
条
件
降
伏
は
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
会
議
以
来
、
米
国
政
府
に
よ
っ
て
確
固
と
し
て
維
持
さ
れ
て
き

た
政
策
で
あ
り
、
い
か
な
る
形
で
の
変
更
も
修
正
も
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
対
す
る
軍
事
行
動
の
最
終
局
面
に
あ
る
現

在
、
妥
協
は
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
返
答
し
て
い
�

　

マ
ー
フ
ィ
ー
は
、
無
条
件
降
伏
の
修
正
提
案
を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
ド
イ
ツ
軍
は
、
す
で
に
大
多
数
の
専
門
家
が
可
能
だ
と
信
じ
て
い
た
以
上
に
、
長
い
月
日
、
抵
抗
し
続
け
て
い
た
。
米
国
政
府

の
無
条
件
降
伏
の
主
張
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
軍
の
死
力
を
尽
し
て
の
戦
闘
が
助
長
さ
れ
て
い
た
。
…
…
英
国
、
ソ
連
の
両
政
府
は
、

こ
の
無
条
件
降
伏
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
不
必
要
に
戦
争
を
長
引
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
結
論
づ
け
た
。
そ
し
て
ア
イ
ゼ

ン
ハ
ワ
ー
も
こ
れ
に
同
意
し
た
。
彼
の
幕
僚
の
わ
れ
わ
れ
数
名
は
、
イ
タ
リ
ア
降
伏
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
取
決
め
に
似
た
も
の

で
あ
る
。『
条
件
付
無
条
件
降
伏
（��

�
�
����
�
��
�
�
��
�
�
����
�
��
��
����
�
��

��
�
�
����
�
����
�
��
�
�
����
�
�����
����
�
��
）』
の
様
々
な
形
式
の
多
数
の
宣
言
文
を
起
草
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
の
提
案
も
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
い
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
�

　

前
述
の
一
九
四
五
年
四
月
十
日
の
ス
テ
テ
ィ
ニ
ア
ス
の
マ
ー
フ
ィ
ー
へ
の
返
書
は
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
死
去
の
二
日
前
に
出
さ
れ
た

（　

）
６５る
。

（　

）
６６」。
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も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
ス
テ
テ
ィ
ニ
ア
ス
が
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
代
わ
り
、
回
答
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
こ

の
文
書
は
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
無
条
件
降
伏
に
関
す
る
最
後
の
考
え
を
表
明
し
た
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

　

�二
�

英
国
と
ソ
連

　

英
国
及
び
ソ
連
は
、
と
も
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
一
般
市
民
の
犠
牲
も
伴
い
な
が
ら
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
と
死
闘
を
演
じ
て
い
る
立

場
か
ら
、
ド
イ
ツ
と
の
戦
争
を
長
引
か
せ
る
可
能
性
の
あ
る
無
条
件
降
伏
原
則
に
は
賛
成
で
は
な
か
っ
た
。

　

ま
ず
、
英
国
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
の
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
無
条
件
降
伏
宣
明
の
提
案
に
つ
い
て
、
首
相
の
チ

ャ
ー
チ
ル
は
賛
成
し
、
ロ
ン
ド
ン
の
戦
時
内
閣
も
こ
の
考
え
に
反
対
し
て
い
な
い
。
た
だ
英
国
と
し
て
は
、
戦
争
遂
行
に
際
し
て
多

大
の
米
国
か
ら
の
援
助
を
受
け
て
い
る
こ
と
や
、
対
日
戦
に
お
け
る
英
国
に
対
す
る
米
国
の
疑
念
を
払
拭
す
る
必
要
性
か
ら
、
積
極

的
に
こ
の
原
則
に
賛
成
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
賛
成
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
真
相
で
は
な
か
ろ
う
か
。
チ
ャ
ー

チ
ル
は
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
会
議
中
の
一
九
四
三
年
一
月
二
十
日
、
戦
時
内
閣
へ
の
会
議
内
容
報
告
の
と
こ
ろ
で
、「
米
英
合
同
参
謀
長

会
議
の
討
議
の
過
程
で
、
ド
イ
ツ
敗
北
後
直
ち
に
、
英
国
が
戦
争
よ
り
離
脱
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
米
国
代
表
に
よ
っ

て
表
明
さ
れ
た
の
を
知
っ
て
、
私
は
、
わ
れ
わ
れ
の
利
害
関
係
も
名
誉
も
と
も
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
降
伏
後
、

英
国
議
会
と
国
民
は
、
全
資
源
を
日
本
の
降
伏
に
向
け
る
こ
と
を
決
意
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
明
確
に
述
べ
る
こ
と
が
正
し
い
と

思
っ
た
」
と
書
い
て
い
�

英
国
と
し
て
は
、
米
国
と
の
戦
時
に
お
け
る
関
係
か
ら
し
て
も
、
ド
イ
ツ
と
の
戦
争
終
結
後
、
日
本
と

の
戦
争
か
ら
英
国
が
離
脱
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
を
米
国
か
ら
も
た
れ
て
い
る
以
上
、
そ
の
こ
と
を
全
面
否
定
す
る
た
め
、

日
本
と
も
最
後
ま
で
、
無
条
件
降
伏
に
い
た
る
ま
で
、
戦
争
を
継
続
す
る
と
の
決
意
を
表
明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
意
味

で
、
ド
イ
ツ
と
同
様
、
日
本
と
の
戦
争
終
結
方
式
と
し
て
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
提
案
し
た
無
条
件
降
伏
原
則
に
賛
成
せ
ざ
る
を
え
な

（　

）
６７る
。
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か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
の
宣
明
後
、
マ
ス
コ
ミ
等
を
へ
て
広
く
無
条
件
降
伏
原
則
が
流
布
さ
れ
、
戦

争
終
結
方
式
と
し
て
、
こ
の
原
則
が
一
般
化
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
が
戦
争
終
結
を
困
難
に
す
る
と
の
観
点
か
ら
、
英
国
外
務
省
は

こ
の
原
則
の
意
味
の
明
確
化
を
通
し
て
、
修
正
へ
の
米
国
政
府
に
対
す
る
働
き
か
け
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

米
英
連
合
軍
総
司
令
部
の
米
国
政
治
顧
問
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
（�
������

�
�
����
�

�
������
��
�
����
�

）
は
、
一
九
四
三
年
十
二
月
十
七
日
、「
英
国
外

務
省
は
、
米
国
と
英
国
の
両
政
府
間
に
よ
る
最
終
決
定
が
な
さ
れ
る
ま
で
、『
無
条
件
降
伏
（�

�
��
�
�
����
�
��
�
�
����
�
��

�
�
��
�
�
����
�
����
�
����
�
��
）』
と
い
う

言
葉
の
使
用
は
避
け
る
べ
き
で
あ
り
、
当
分
の
間
、『
速
や
か
な
降
伏
（�

��
�
�
�
��
����
�
��

�
��
�
�
����
����
�
��
）』
と
い
う
語
を
使
っ
て
は
ど
う
か
と
い

う
提
案
を
し
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
貴
下
の
意
見
は
ど
う
で
す
か
」
と
ハ
ル
に
聞
い
て
い
�

さ
ら
に
、
イ
ー
デ
ン

（�
�
��
�
�
�
�
�
��

�
�
��
�
�
���
�
��

）
英
国
外
相
は
、
一
九
四
四
年
三
月
、
ド
イ
ツ
と
日
本
に
対
し
て
は
引
き
続
き
無
条
件
降
伏
の
原
則
を
適
用
す
る

と
し
て
も
、
枢
軸
側
の
衛
星
諸
国
に
対
し
て
は
無
条
件
降
伏
原
則
を
放
棄
し
て
は
ど
う
か
と
ハ
ル
国
務
長
官
に
打
診
し
て
い
�

英

国
外
務
省
は
、
ハ
ル
国
務
長
官
を
通
じ
て
無
条
件
降
伏
の
明
確
化
・
修
正
へ
向
け
て
の
提
案
を
し
て
い
る
が
、
既
述
の
ご
と
く
す
べ

て
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
拒
否
さ
れ
て
い
る
。

　

首
相
の
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
、
無
条
件
降
伏
原
則
に
明
確
に
同
意
し
て
い
る
立
場
で
あ
り
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
の

個
人
的
関
係
を
重
視
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
外
務
省
と
は
若
干
異
な
り
、
原
則
の
修
正
・
緩
和
へ
の
表
立
っ
た
動
き
を
示
し
て
い

な
い
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
戦
時
中
に
お
け
る
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
の
首
脳
会
談
に
お
い
て
も
、
こ
の
原
則
の
修
正
へ
向
け
て
の
提
案
は

ほ
と
ん
ど
し
な
か
っ
た
。
彼
は
、
後
に
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
か
ら
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
の
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
無
条
件
降
伏
の
宣
明
に
つ
い

て
聞
か
れ
た
際
に
、「
私
自
身
な
ら
、
こ
う
い
っ
た
言
葉
（
無
条
件
降
伏
と
い
う
言
葉
）
は
使
わ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」
と
言
い
つ
つ
も
、

ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
宣
明
に
関
し
て
、「
私
は
、
直
ち
に
支
持
し
、
し
ば
し
ば
こ
の
決
定
を
擁
護
し
て
き
た
。
そ
れ
が
戦
争
を
長
引
か
せ

た
と
示
唆
す
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
」
と
�

ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
立
場
を
擁
護
し
て
い
る
。
た
だ
全
く
チ
ャ
ー
チ
ル
が
修
正
・
緩
和

（　

）
６８る
。

（　

）
６９る
。

（　

）
７０し
、
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に
つ
い
て
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
話
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
彼
は
ヤ
ル
タ
会
談
で
、
日
本
の
降
伏
に
関

し
て
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
無
条
件
降
伏
の
緩
和
を
求
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
四
五
年
二
月
九
日
の
ヤ
ル
タ
で
の
米
英
合
同
参

謀
長
会
議
の
席
上
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
次
の
よ
う
に
語
り
か
け
て
い
る
。

「
も
し
、
ロ
シ
ア
を
、
米
国
、
英
国
、
中
国
と
と
も
に
、
四
ヵ
国
に
よ
る
日
本
に
対
す
る
無
条
件
降
伏
を
要
求
し
、
降
伏
し
な
け

れ
ば
四
ヵ
国
の
全
軍
事
力
に
よ
る
圧
倒
的
な
重
圧
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
最
後
通
告
を
出
す
こ
と
に
賛
成
す
る
よ
う
説
得

で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
極
め
て
大
き
な
価
値
を
も
つ
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
状
況
下
で
、
も
し
日
本
が
こ
の
最
後
通
告
を
受
け
入
れ
た

な
ら
ば
、
極
め
て
厳
格
な
無
条
件
降
伏
に
関
し
て
ど
の
程
度
緩
和
し
て
く
れ
る
か
を
聞
い
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
場
合
、

米
国
が
判
断
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
何
ら
か
の
条
件
緩
和
が
、
極
め
て
多
く
の
血
と
財
産
を
流
し
て
い
る
こ
の
戦
争
を
一
年
か

一
年
半
短
縮
す
る
こ
と
に
な
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
疑
い
も
な
く
価
値
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
。

　

た
だ
し
、
彼
は
言
葉
を
継
い
で
、「
も
っ
と
も
英
国
は
条
件
の
緩
和
を
強
要
す
る
も
の
で
は
な
く
、
米
国
の
判
断
に
従
う
つ
も
り
で

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
決
定
で
あ
れ
、
英
国
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
最
後
ま
で
見
届
け
る
つ
も
り
で
あ
る
」
と
述
�

あ
く
ま
で
も
控

え
目
の
提
案
を
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
、
事
実
上
、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
提
案
を
拒
否
し
て
い
る
。

「
そ
の
こ
と
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
元
師
に
話
し
て
み
て
も
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
最
後
通
告
が
日
本
人
に
大
き
な
効
果

を
も
つ
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
日
本
人
は
外
部
世
界
で
何
が
起
き
て
い
る
か
を
認
識
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
い
ぜ
ん

彼
ら
は
満
足
す
べ
き
妥
協
が
得
ら
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
日
本
人
は
そ
の
全
土
が
厳
し
い
空
爆
の
重
圧
に
晒
さ
れ
る
ま
で
は
、

真
実
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
に
目
覚
め
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
�

　

こ
の
よ
う
に
、
英
国
首
相
、
外
務
省
と
も
に
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
個
人
及
び
米
国
政
府
と
の
関
係
重
視
の
立
場
か
ら
、
公
然
と
無
条

（　

）
７１べ
、

（　

）
７２」。
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件
降
伏
原
則
は
批
判
せ
ず
、
そ
の
修
正
等
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
常
に
い
く
ぶ
ん
控
え
気
味
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
ソ

連
は
こ
の
英
国
の
姿
勢
と
は
異
な
り
、
対
等
の
立
場
か
ら
、
ド
イ
ツ
に
対
す
る
無
条
件
降
伏
修
正
に
つ
い
て
は
率
直
に
言
及
し
て
い

る
。

　

一
九
四
三
年
十
一
月
の
テ
ヘ
ラ
ン
会
議
の
際
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
無
条
件
降
伏
原
則
を
批
判
し
、
そ
の
修
正
の
提
案
を
し
て
い

る
。
ま
ず
十
一
月
二
十
八
日
の
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
ー
チ
ル
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
三
国
首
脳
会
談
の
際
に
、
米
国
側
の
通
訳
と
し
て

会
議
に
出
席
し
て
い
た
ボ
ー
レ
ン
（�

�
�����

�
�
�
�
�
���

�
�
�������
���
�
�
���

）
の
覚
書
に
よ
る
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
と
い
う
。

「
戦
時
の
措
置
と
し
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
元
師
は
、
ド
イ
ツ
に
課
さ
れ
る
正
確
な
条
件
に
つ
い
て
何
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
無

条
件
降
伏
の
妥
当
性
に
つ
い
て
問
題
に
し
た
。
彼
は
、
無
条
件
降
伏
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
は
、
た

だ
ド
イ
ツ
国
民
を
結
束
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
反
し
て
、
ど
ん
な
厳
し
い
も
の
で
あ
れ
、
明
確
な
条
件
を
作

成
し
、
こ
の
条
件
が
ド
イ
ツ
国
民
に
と
っ
て
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
彼
ら
に
告
げ
る
こ
と
は
、
自
分

の
意
見
で
は
、
ド
イ
ツ
の
降
伏
を
早
め
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
の
所
感
を
述
べ
た
�

　

こ
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
発
言
に
対
し
て
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
ど
う
答
え
た
か
は
、
ボ
ー
レ
ン
覚
書
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
ボ
ー

レ
ン
覚
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
無
条
件
降
伏
の
問
題
は
、
十
一
月
二
十
八
日
の
三
国
首
脳
の
晩
さ
ん
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
ロ
ー

ズ
ベ
ル
ト
が
帰
っ
て
か
ら
後
、
チ
ャ
ー
チ
ル
と
ス
タ
ー
リ
ン
の
間
で
討
議
さ
れ
た
、
と
し
て
い
�

そ
う
で
あ
れ
ば
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル

ト
は
同
席
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
当
然
ス
タ
ー
リ
ン
発
言
に
対
す
る
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
意
見
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
こ
の
原
則
修
正
提
案
に
つ
い
て
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
聞
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
英
国

外
務
省
は
、
一
九
四
三
年
十
二
月
二
十
二
日
、
米
国
国
務
省
宛
の
覚
書
に
お
い
て
、「
テ
ヘ
ラ
ン
会
議
で
、
無
条
件
降
伏
に
基
づ
く
ド

イ
ツ
国
民
へ
の
共
同
宣
言
の
問
題
が
検
討
さ
れ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
元
師
は
、
十
一
月
二
十
九
日

�

�

�

�

�

�

�

に
、
こ
れ
（
無
条
件
降
伏
）
は
、
ド

（　

）
７３」。（　

）
７４る
。
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イ
ツ
に
関
す
る
限
り
間
違
っ
た
策
で
あ
り
、
連
合
諸
国
は
共
同
で
条
件
を
作
成
し
、
ド
イ
ツ
国
民
に
そ
の
条
件
を
知
ら
せ
る
べ
き
だ

と
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
告
げ
た

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

（
傍
点
は
筆
者
）」
と
し
て
い

�
ハ
ル
国
務
長
官
は
、
同
日
、
英
国
外
務
省
の
こ
の
覚
書
を
ロ
ー
ズ
ベ

ル
ト
に
送
っ
�

こ
ろ
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
翌
日
の
十
二
月
二
十
三
日
、「
テ
ヘ
ラ
ン
で
、
こ
の
無
条
件
降
伏
の
問
題
は
、
私
の
い
る

と
こ
ろ
で
は
全
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
�

　

こ
の
よ
う
に
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
自
身
も
否
定
し
、
ボ
ー
レ
ン
覚
書
で
も
、
十
一
月
二
十
八
日
の
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
い
な
い
と
こ
ろ

で
、
こ
の
無
条
件
降
伏
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
英
国
外
務
省
は
、
翌
日
の
二
十
九
日
の
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
出

席
し
て
い
た
会
議
で
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
発
言
し
た
と
し
て
い
る
。
チ
ャ
ー
チ
ル
も
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
へ
の
一

九
四
四
年
一
月
二
日
付
け
の
私
信
で
、「
ハ
ル
は
、
貴
下
が
無
条
件
降
伏
に
関
す
る
ス
タ
ー
リ
ン
の
発
言
に
つ
い
て
何
ら
憶
え
て
い
な

い
と
言
っ
て
い
る
と
イ
ー
デ
ン
に
話
し
て
い
る
が
、
私
は
た
し
か
に
、
無
条
件
降
伏
は
何
を
含
み
、
ま
た
何
を
含
ま
な
い
か
と
い
う

こ
と
を
、
あ
る
局
面
で
ド
イ
ツ
人
に
告
げ
る
こ
と
を
考
え
て
も
よ
か
ろ
う
と
思
う
と
い
う
趣
旨
の
ス
タ
ー
リ
ン
発
言
を
大
変
興
味
深

く
聞
い
た
。
…
…
ま
た
ア
ン
ソ
ニ
ー
（
イ
ー
デ
ン
外
相
）
は
十
一
月
三
十
日
、
次
の
よ
う
な
電
報
を
英
国
外
務
本
省
に
送
っ
て
い
る
。

『
昨
夜
（
十
一
月
二
十
九
日
）、
ス
タ
ー
リ
ン
元
師
は
、
大
統
領
に
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
語
っ
た
』」
と
述
べ
て
い
�

こ
の
よ
う

に
ボ
ー
レ
ン
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
米
国
側
と
チ
ャ
ー
チ
ル
、
外
務
省
の
英
国
側
と
の
間
で
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
テ
ヘ
ラ
ン
で
ス
タ
ー

リ
ン
の
原
則
修
正
提
案
に
つ
い
て
聞
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
真
実
か
定
か
で
は
な
い

が
、
英
国
側
が
こ
と
さ
ら
ス
タ
ー
リ
ン
が
直
接
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
原
則
の
修
正
に
つ
い
て
語
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
は
、
英

国
に
と
っ
て
、
こ
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
へ
の
直
接
発
言
が
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
原
則
修
正
を
迫
る
上
で
有
利
に
な
る
と

判
断
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
テ
ヘ
ラ
ン
で
無
条
件
降
伏
原
則
の
修
正
を
提
案
し
た
こ

と
は
事
実
で
あ
り
、
も
し
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
ス
タ
ー
リ
ン
の
意
見
を
テ
ヘ
ラ
ン
で
聞
い
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
後
日
、
ス
タ
ー

（　

）
７５る
。

（　

）
７６た
と

（　

）
７７る
。

（　

）
７８る
。
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リ
ン
の
見
解
は
ハ
ル
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
既
述
の
ご
と
く
、
一
九
四
三
年
十
二
月
三
十
一
日
、
モ
ロ
ト
フ
ソ
連
外
相
が

ハ
リ
マ
ン
駐
ソ
米
大
使
に
、
無
条
件
降
伏
の
問
題
を
も
ち
出
し
、
無
条
件
降
伏
の
意
味
を
問
う
て
い
�

　

こ
の
よ
う
な
ソ
連
側
の
意
向
を
受
け
て
、
一
九
四
四
年
一
月
十
四
日
、
ハ
ル
は
、
大
統
領
に
次
の
よ
う
な
覚
書
を
送
っ
た
。

「
私
の
理
解
で
は
、
ソ
連
政
府
は
、
敵
国
に
課
せ
ら
れ
る
降
伏
条
件
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
に
一
般
的
か
つ
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
敵
国
が
こ
れ
を
宣
伝
に
利
用
す
る
手
段
を
失
わ
せ
、
そ
の
結
果
、
敵
国
の
軍
隊
と
国
民
の

士
気
を
弱
め
る
こ
と
に
な
る
、
と
考
え
て
い
る
。
ソ
連
の
こ
の
問
題
に
関
す
る
関
心
に
鑑
み
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
敵
国
に
課
せ
ら
れ

る
無
条
件
降
伏
の
言
葉
に
つ
い
て
宣
伝
利
用
す
る
た
め
に
何
ら
か
の
定
義
を
公
け
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
ど
う
か
、
ソ
連
、

英
国
両
政
府
と
研
究
・
討
議
を
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
�

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
一
月
十
七
日
、
お
得
意
の
グ
ラ
ン
ト
と
リ
ー
の
故
事
を
も
ち
出
し
、
こ
の
故
事
の
話
を
ド

イ
ツ
と
ソ
連
に
対
し
て
す
れ
ば
、
無
条
件
降
伏
の
意
味
が
分
か
る
と
し
、
ソ
連
、
英
国
と
わ
れ
わ
れ
で
そ
の
定
義
を
す
る
た
め
に
話

し
合
う
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
と
否
定
的
な
回
答
を
し
て
�

の
は
、
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

ソ
連
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
の
大
軍
を
真
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
多
大
の
将
兵
と
一
般
市
民
の
人
的
犠
牲
及
び
物
的
犠
牲
も
出
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ド
イ
ツ
と
の
戦
争
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
早
期
に
終
結
さ
せ
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
そ
の
た
め
に
米
国

に
対
し
て
無
条
件
降
伏
原
則
の
修
正
を
試
み
た
が
、
英
国
同
様
す
べ
て
失
敗
し
て
い
る
。

む　
　

す　
　

び

　

以
上
見
て
き
た
ご
と
く
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
国
の
内
外
よ
り
の
無
条
件
降
伏
の
意
味
の
明
確
化
、
修
正
要
求
に
対
し
て
、
か
た

（　

）
７９る
。

（　

）
８０」。

 

（　

）
８１
い
る
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く
な
に
拒
否
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
意
味
の
明
確
化
を
問
わ
れ
た
際
に
は
、
彼
は
常
に
グ
ラ
ン
ト
と
リ
ー
の
米
国
の
南
北
戦
争
の
故

事
を
も
ち
出
し
、
そ
れ
で
無
条
件
降
伏
の
意
味
が
分
か
る
と
答
え
て
い
る
。
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
、
無
条
件
降
伏
の
意
味
を
問
わ
れ
る

た
び
に
も
ち
出
し
た
グ
ラ
ン
ト
と
リ
ー
の
故
事
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
詳
し
く
説
明
し
た
の
は
、
一
九
四
四
年
七
月
二
十
九
日
の
ホ

ノ
ル
ル
に
お
け
る
記
者
会
見
の
席
上
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
も
し
わ
れ
わ
れ
が
『
無
条
件
降
伏
』
と
い
う
言
葉
を
変
え
た
な
ら
ば
、
ド
イ
ツ
は
も
っ
と
早
く
降
伏
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
教
養

の
あ
る
高
潔
な
人
た
ち
に
よ
る
多
く
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
…
…
彼
ら
は
そ
れ
（
無
条
件
降
伏
）
が
厳
し
過
ぎ
る
し
、
思
い

や
り
が
な
い
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
少
し
ば
か
り
説
明
し
て
お
こ
う
。

　

話
は
一
八
六
五
年
の
こ
と
に
も
ど
る
が
、
リ
ー
は
ア
ポ
マ
ト
ッ
ク
ス
・
コ
ー
ト
ハ
ウ
ス
（�

�
�
�
�
����
�
�
�
�
��
�
�
�
��

�
�
�
�
�
����
���
�
�
���
�
�
�
��

）
に
お

い
て
、
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
（�

���
�
�
�
�

�
���
�
�
�
�

）
の
コ
ー
ナ
ー
バ
ッ
ク
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
。
彼
の
軍
隊
は
飢
餓
状
態
に
あ
り
、
二
、
三
日

間
眠
ら
ず
、
武
器
、
弾
薬
も
事
実
上
使
い
き
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
リ
ー
は
、
休
戦
の
白
旗
を
か
か
げ
、
部
下
の
こ
と
を
考
え
て
、
グ
ラ
ン
ト
の
も
と
へ
行
き
、
グ
ラ
ン
ト
に
降
伏
条
件

を
問
う
た
。

グ
ラ
ン
ト
は
、「
無
条
件
降
伏
」
と
言
っ
た
。

リ
ー
は
、「
そ
れ
は
出
来
な
い
。
自
分
と
し
て
は
な
に
が
し
か
の
物
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
自
分
の
軍
隊
の
食

糧
は
一
食
以
上
も
残
っ
て
い
な
い
」
と
言
っ
た
。

グ
ラ
ン
ト
は
、「
そ
れ
は
ひ
ど
い
こ
と
だ
」
と
答
え
た
。

リ
ー
は
、
さ
ら
に
、「
私
の
騎
兵
た
ち
の
馬
は
わ
れ
わ
れ
の
も
の
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
将
兵
の
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
そ
の

各
自
の
馬
を
故
郷
に
連
れ
て
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。
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グ
ラ
ン
ト
は
、
再
び
「
無
条
件
降
伏
」
と
言
っ
た
。

リ
ー
は
、「
分
か
り
ま
し
た
。
私
は
降
伏
し
ま
す
」
と
言
っ
て
、
彼
の
剣
を
グ
ラ
ン
ト
に
差
し
出
し
た
。

グ
ラ
ン
ト
は
、「
ボ
ブ
、
そ
の
剣
を
し
ま
い
な
さ
い
。
さ
て
、
あ
な
た
は
無
条
件
に
降
伏
す
る
の
で
す
か
」
と
問
う
た
。

リ
ー
は
、「
そ
う
で
す
」
と
言
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
グ
ラ
ン
ト
は
、「
そ
れ
で
は
、
あ
な
た
が
た
は
、
も
う
私
の
捕
虜
で
す
。
あ
な
た
は
、
部
下
の
将
兵
の
た
め
に
食
糧

が
必
要
な
の
で
す
か
」
と
問
う
た
。

リ
ー
は
、「
そ
の
と
お
り
で
す
」
と
答
え
た
。

次
に
グ
ラ
ン
ト
は
「
さ
て
、
南
軍
の
将
兵
の
馬
の
こ
と
だ
が
、
な
ぜ
馬
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
す
か
」
と
問
う
た
。

リ
ー
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
、
馬
を
春
の
耕
作
用
に
必
要
と
し
て
い
ま
す
」
と
答
え
た
。

グ
ラ
ン
ト
は
、「
あ
な
た
の
将
兵
に
、
馬
を
故
郷
に
連
れ
帰
っ
て
、
春
の
耕
作
を
行
う
よ
う
に
言
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
。

　

…
…
…
…
…
…

こ
れ
が
、
わ
れ
わ
れ
が
言
う
と
こ
ろ
の
無
条
件
降
伏
の
意
味
だ
�

　

ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
こ
の
よ
う
に
ま
る
で
グ
ラ
ン
ト
と
リ
ー
の
降
伏
の
場
面
に
居
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に
、
そ
の
両
者
の
会
話
の

内
容
を
再
現
し
て
い
る
が
、
ハ
ル
は
、「
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
米
国
史
に
つ
い
て
幅
広
い
知
識
を
も
っ
て
お
り
、
彼
は
そ
の
歴
史
を
徹

底
し
て
研
究
し
て
い
た
。
し
か
し
、
グ
ラ
ン
ト
が
無
条
件
降
伏
を
要
求
し
た
の
は
、
ア
ポ
マ
ト
ッ
ク
ス
で
は
な
く
、
一
八
六
二
年
の

フ
ォ
ー
ト
・
ド
ネ
ル
ソ
ン
（�

�
��
�
�
�
����
�

�
�
����
�
�
����
�

）
で
あ
り
、
そ
の
時
に
無
条
件
降
伏
を
受
け
入
れ
た
相
手
は
、（
リ
ー
で
は
な
く
）
バ

ッ
ク
ナ
ー
（�

�
�
�
�
�
��
�
��

�
���
���
�
��
�
��
）
将
軍
で
あ
っ
た
」
と
記
し
て
い

�
ボ
ー
レ
ン
も
同
様
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
事
実
誤
認
を
指
摘
し
、

「
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
若
干
、
南
北
戦
争
の
歴
史
に
つ
い
て
取
り
違
え
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
�

（　

）
８２」。

（　

）
８３る
。

（　

）
８４る
。
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ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
こ
の
事
実
誤
認
は
と
も
か
く
、
無
条
件
降
伏
の
意
味
と
し
て
、
彼
が
こ
の
故
事
に
つ
い
て
詳
し
く
語
っ
て
い
る

が
、
そ
の
話
の
内
容
か
ら
彼
が
無
条
件
降
伏
の
意
味
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
が
推
察
で
き
る
。
つ
ま
り
、
ロ
ー
ズ
ベ

ル
ト
が
考
え
て
い
た
無
条
件
降
伏
と
は
、
戦
争
に
お
い
て
、
ま
ず
敵
国
側
の
敗
者
が
、
無
条
件
降
伏
を
宣
言
し
、
そ
の
後
の
敗
者
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
勝
者
に
よ
る
敗
者
に
対
す
る
寛
大
な
取
り
扱
い
も
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

具
体
的
に
敵
国
で
あ
る
枢
軸
国
に
当
て
は
め
て
考
え
る
と
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
ド
イ
ツ
、
日
本
と
い
っ
た
枢
軸
国
が
一
際
の
条
件

を
つ
け
ず
に
文
字
通
り
に
無
条
件
降
伏
を
宣
明
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
先
決
で
、
そ
の
後
に
、
交
渉
に
よ
っ
て
は
寛
大
な

処
置
も
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
を
、
グ
ラ
ン
ト
と
リ
ー
の
故
事
に
よ
っ
て
説
明
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
無
条
件
降
伏
後
の
寛
大
な
処

置
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
枢
軸
諸
国
の
国
民
に
対
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
枢
軸
諸
国
の
国
家
の
思
想
及
び
そ
の
指
導
者
は
別
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
の
宣
明
に
際
し
て
、「
そ
れ
（
無
条
件
降
伏
）
は
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本

の
国
民
の
破
滅
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
他
国
民
の
征
服
と
隷
属
に
基
礎
を
お
く
こ
れ
ら
諸
国
の
哲
学
の
破
壊
を
意
味
す
る
」
と

述

�
ま
た
彼
は
、
一
九
四
四
年
一
月
十
七
日
、
ハ
ル
国
務
長
官
へ
の
覚
書
の
中
で
、「
わ
れ
わ
れ
は
、
ド
イ
ツ
人
を
破
滅
さ
せ
る
つ

も
り
は
な
く
、
彼
ら
が
現
在
の
征
服
哲
学
を
捨
て
る
と
い
う
条
件
付
き
で
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
同
じ
よ
う
に
、
彼
ら
が
生
活

す
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
望
ん
で
い
る
」
と
書
い
て
い
�

と
は
、
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
無
条
件
降
伏
は
、
と
も
か
く
敗
者
が
ま
ず
無
条
件
で
降
伏
す
る
こ
と
を

求
め
て
お
り
、
無
条
件
降
伏
と
い
う
言
葉
の
も
う
一
つ
の
可
能
な
解
釈
で
あ
る
、
勝
者
が
敗
者
に
一
定
の
条
件
を
明
ら
か
に
し
、
敗

者
が
そ
の
条
件
を
無
条
件
に
受
け
入
れ
る
と
す
る
い
わ
ゆ
る
『
条
件
付
無
条
件
降
伏
論
』
の
立
場
は
明
確
に
否
定
し
て
い
た
と
い
え

よ
う
。
従
っ
て
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
無
条
件
降
伏
の
意
味
を
事
前
に
枢
軸
国
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
と
い
う
要
求
に
対
し
て
は
、

そ
の
意
味
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
語
る
こ
と
は
、
勝
者
側
の
敗
者
へ
の
降
伏
条
件
の
提
示
と
も
な
り
か
ね
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
頑

（　

）
８５べ
、

（　

）
８６た
こ
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強
に
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
考
察
し
て
き
た
ご
と
く
、
無
条
件
降
伏
は
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
熟
考
し
た
上
で
の
政
策
表
明
で
あ
り
、
彼
は
、
こ
の
原
則
を

修
正
・
緩
和
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
要
求
に
対
し
て
は
、
死
に
い
た
る
ま
で
す
べ
て
拒
否
し
続
け
た
。
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
側
近
の
ロ

ー
ゼ
ン
マ
ン
（�

��
�
��
��
�
�
���
�
��

�
��
�
�������
�
���
�
��

）
判
事
は
、「
無
条
件
降
伏
の
政
策
が
戦
争
を
長
引
か
せ
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
批
判
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
大
統
領
が
こ
の
原
則
に
つ
い
て
ぶ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
�

　

一
九
四
五
年
四
月
十
二
日
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
死
去
に
と
も
な
っ
て
、
副
大
統
領
の
ト
ル
ー
マ
ン
（�

����
�
�
�
��
�
��

�
������
���
��
�
��

）
が
大
統

領
に
就
任
し
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
は
大
統
領
に
就
任
し
て
初
め
て
の
上
・
下
両
院
合
同
議
会
で
演
説
し
、「
わ
れ
わ
れ
の
要
求
は
、
こ
れ

ま
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
現
在
も
変
わ
る
こ
と
な
く
無
条
件
降
伏
で
あ
る
」
と
宣
�

ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
無
条
件
降
伏
の
路
線
を

継
承
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
こ
の
議
会
で
の
演
説
に
関
し
て
、『
回
想
録
』
の
中
で
、「
議
場
に
お
い
て
、

議
員
た
ち
は
し
ば
し
ば
私
に
拍
手
を
送
り
、
私
が
無
条
件
降
伏
の
政
策
を
再
確
認
し
た
時
、
全
員
が
立
ち
上
っ
て
、
賛
意
を
示
し
た
」

と
書
い
て
い
�

　

一
九
四
五
年
五
月
八
日
、
ド
イ
ツ
が
無
条
件
降
伏
を
し
た
が
、
こ
の
降
伏
は
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
意
図
し
た
一
際
の
事
前
の
条
件
提

示
の
な
い
完
全
な
無
条
件
降
伏
で
あ
っ
�

そ
の
後
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
日
本
に
対
す
る
降
伏
要
求
に
つ
い
て
は
、
無
条
件
降
伏
の

原
則
を
堅
持
し
た
が
、
多
く
の
側
近
の
助
言
を
受
け
こ
の
原
則
に
一
部
修
正
を
加
え
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
否
定
し
た
条
件
付
無
条
件

降
伏
論
の
立
場
に
立
っ
て
対
日
降
伏
勧
告
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
発
す
る
こ
と
に
な
る
。

（　

）
８７る
。

（　

）
８８し
、

（　

）
８９る
。

（　

）
９０た
。

（
１
）　

��
��
�
�
�
����
�
�
�
����
�
��
�
���
�
�
�
�

��
��
��
�
�
�����
�
��
�
�����
�
��
�
����
�
��
��
�

�����
�
��
��
�
�
�
���
�
�
�
���
���
�
���
�

�����
��
���
��
��
�
�
����
�
�
�
����
���
�
����
��

�����
�
��
�
�
��
����
��
�
�
�
�
�����

��
������
�
��
��
�
��
����
��
��
�
��
�
������

�
������

�
��������

��

�
�������
�
���������
���

���
�
�����

�
������

�
��
�
����������

�

����
�
������
�
�������
�
���
�
�����������
��

�
����������

���

��
�
�����������
���� �
―� �����

���
�
����������

����

�����
����
�
�����������
����

��
���
��
���
�
�
��
��
�
��
�
�
�
����
�
��
�
�

�
��
���
��
���
�
�
�
��
���
�
��
��
�
�
����
�
��
��
�

���
���
�

���
���
��

�
������

�����

�
������������
﹇
以
下�

�
�
�
�
�
����������

����

�
�
�
�
���
���������������

と
略
す
﹈、�

�
����

�
������
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（
２
）　

����

������
�
�
�
���

����
�
�����
―����

����

（
３
）　

�
�����
�
�
�
��
�
�
�
�
�
��
��
�
�
����
�
�
�
�

�
�����
���
����
���
�
�
�
��
��
��
�
������
���
����

�
���
�
�
�
������

��
�
�
�
�
���
����
��

�����
���
��
�
�
���������
�
��
�
�
���
��������

�
���
���
�����

�
�
������������������

������
�
�
����

����
������

（
４
）　

�
��
���
�
�
�
�
�
�
���
����

�
��
���
�
��
���
�
�
���
������

��
�
�����

�
����
�
���
�
���
��
�
�
��
�

�
����
�������
������
�����
������
���
����

����
��
�
���

���������
���

��
�
�
�
�
�
�
�
������

�
�
�
�
�
��
��
�����

���
�
�
�
�
�
���
��������
��
�
���
��
��������
﹇
以

下�
�
�
���
����

�
�
�
���
�����

�
��
�
����
��
�
���

�
����
���������
���

と
略
す
﹈、�

�
����

�
������

（
５
）　

����

������
�
�
����

����
������

（
６
）　

第
二
次
大
戦
中
の
フ
ラ
ン
ス
の
ド
イ
ツ
に
対
す
る
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
の
指
導
権
を
め
ぐ
っ
て
、
ド
ゴ
ー
ル
（�

�
�����

�
�
�
��
���

�
�
�������
��
�
��
���

）
と
ジ
ロ
ー

（�
��
��
�
����
�

�
��
����
����
�

）
両
将
軍
が
争
っ
て
い
た
の
で
、
米
英
両
首
脳
は
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
両
者
を
和
解
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
て
い
た
。

（
７
）　

�
�
�
���
����

�
�
�
���
������

��
�
����
��
�
���

�
����
���������
����

�
�
�
���

���
�
�����
―����

����

（
８
）　

こ
の
新
聞
記
者
会
見
用
の
声
明
草
案
は
、
作
成
日
が
不
明
確
で
、
た
ぶ
ん
一
九
四
三
年
の
一
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
の
間
で
あ
ろ
う
、
と
い
わ

れ
て
い
る
（�

����
�
�����

��
�
��
��
�
�
�����

���
�
��

�
������
�����
��
����
���
���
���������
�
���

��

����
―�� ��　�

�����

���������
�
�
�
�
�
����������

����

�
�
�
�
���
����������������

�
�
����

���
������
）。

（
９
）　

チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
続
く
次
の
文
章
の
と
こ
ろ
で
は
、「
イ
タ
リ
ア
」
と
い
う
語
を
ド
イ
ツ
の
後
に
書
き
加
え
て
い
る
（����

������
�
�
����

�
�
�
��
�
��

����
��������
�
�
��
�
���

�� ��

）
が
こ
の
箇
所
に
は
「
イ
タ
リ
ア
」
と
い
う
言
葉
を
挿
入
し
て
い
な
い
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
急
い
で
の
修
正
で
あ
っ
た
の
で
、
う
っ
か
り
こ
の

箇
所
に
書
き
入
れ
る
の
を
忘
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
基
本
的
に
イ
タ
リ
ア
を
無
条
件
降
伏
の
対
象
に
す
る
こ
と
に
反
対
で
あ
っ
た
た
め
か
、
あ
る

い
は
イ
タ
リ
ア
の
戦
力
を
ド
イ
ツ
、
日
本
に
比
し
て
、
将
来
の
世
界
平
和
に
と
っ
て
、
重
大
な
脅
威
と
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
か
、
意
図
的

に
書
き
入
れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。�

（　

）　

�
�
�
�
�
�
����������

����

�
�
�
�
���
����������������

�
�
�
���

���
�
�����
―����

����

１０
（　

）　

�
�
�
���
����

�
�
�
���
������
��
�
����
��
�
���

�
����
���������
����

�
�
����

���
������

１１
（　

）　

�
����
�
�
�
�
�
�
��
�

�
������
�
�
�
�
�
��
�

� �

�
���
����

��
�
����
���
���
���
�
���
���

��
���
����
�����
����
���
�������
�
�������

�����
��������

�
�
�
�
�
����������

����

�
�
�
�
���
����������������

�
�
����

�
�
�
��
�
��
��

���
��������
�
�
��
�
�����

１２
（　

）　

�
�
���
�
�
��
�
�
�����
��
���
�
�
�����

�
��

�
�
�����
����
���
�����
��
�����
�
�������
�������

�
��
�
�
�
��
���

�����
����
�
�
�
��
��������

������
�
�
����

����
������

１３
（　

）　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�

�
�
���
�
�
�
�
�
��
�

� ��
��
���
�
���
�����

��������
�
��������������

������
�
�
�
���

����
�
�����
―����

����　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
、
一
九
四
三
年
一
月
二
十
六
日
、
午
後
十
時
（
ワ
シ
ン
ト

１４

ン
時
間
）
に
発
表
さ
れ
た
（����

������
�
�
����

�
�
�
��
�
��
�

����
��������
�
�
��
�
����

）。

（　

）　

�
���
�����
�
�
�
�
����

�
�
�
�����

���
���
�

�
���
�����
���
���
������
�
�
�����
�������
�

���
���
�����

������������������

������
�
�
����

����
������

１５
（　

）　

�
�
�
���
����

�
�
�
���
������

��
�
����
��
�
���

�
����
���������
����

�
�
����

���
������

１６
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（　

）　

����

����� �

１７
（　

）　

�
�
�
���
�
�
�
�
���
�
�
�
�

�
�
�
�����
���
�
���
�
�
�
���

�������
���
�
�������

�
�
�����
���
�
�

�
�������������
���������
�������
�����
������

�����

��
��
�
�
��
�
�
���
��
�
�
��
��
����
�����

���
��
��
�
��
���
���
����
��
��
��
�����������

�
�
���

���
�����

１８
（　

）　

一
九
四
一
年
十
二
月
二
十
二
日
、
ハ
ル
（�

�
��
���
�
�
��

�
�
��
�����
�
��
）
国
務
長
官
に
よ
る
こ
の
諮
問
委
員
会
設
立
要
求
に
対
し
て
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は

１９

一
九
四
一
年
十
二
月
二
十
八
日
、
同
委
員
会
設
立
を
承
認
し
た
。
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
国
務
省
員
だ
け
で
な
く
、
他
の
政
府
官
庁
及
び
民

間
の
人
々
を
も
加
え
た
幅
広
い
政
府
機
関
と
し
て
、
一
九
四
二
年
二
月
十
二
日
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
。
こ
の
委
員
会
の
目
的
は
、
米
国
に
と
っ

て
重
要
な
国
際
問
題
を
検
討
し
、
国
務
長
官
を
通
じ
て
、
大
統
領
に
米
国
の
戦
後
外
交
政
策
に
関
す
る
勧
告
を
す
る
こ
と
に
あ
り
、
下
部
機
関
と

し
て
五
つ
の
小
委
員
会
を
設
け
た
。
こ
の
諮
問
委
員
会
の
活
動
に
関
す
る
詳
細
は
、�

�����
�
�
�
�
�����

�
�������
���
�
�������

����
��
�
������

�
�����

�
�����������

�
����
����
��������
�������
����������������

����

―����

�
����

�
��
����
��
�
�
�
�
�����

�
�
�
�������

�
�

��
�
��
����
��
��
�
��
�
������
�
�
�
�������
�
�
����
��
���
��
���
�
�
��
��
�
��
�
�
�
����
�
��

����
��
���
��
���
�
�
�
��
���
�
��
��
�
�
����
�
��

�
�
���
���
�
�
������

�����

��
�
���
���
��
�
�������
�����
﹇
以
下
、�

��
�
�
�
�����

�
��
��
�
�
������

�
����
��
�
������

�
�����

�
����������

�
����
����
��������
�������
����������

と
略
す
﹈、�
�
�
��

�
�
����
―���

���

参
照
。

（　

）　

こ
の
小
委
員
会
の
主
要
任
務
の
一
つ
は
、
戦
争
終
結
後
の
時
期
に
お
け
る
国
際
安
全
保
障
を
確
保
す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

２０

そ
の
た
め
に
は
、
戦
争
の
終
わ
り
方
は
当
然
重
要
な
検
討
課
題
で
あ
り
、
委
員
会
は
終
戦
の
方
式
の
検
討
を
最
初
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り

上
げ
た
。
こ
の
小
委
員
会
の
全
般
的
活
動
等
に
つ
い
て
は
、�

��
�
�
�
�����

�
��
���
�
�������

����
��
�
������

�
�����

�
����������

�
����
����
��������
�������
�����������

�
�
�
���

���
�
�����
―���

���

参
照
。

（　

）　

�
�
�
��
�
�
�����

�
�
�
���
����
�
��
�
���
��

�
�
�
��
�
�
������
�
�
�
�
���
�����
�
��
�
���
���

�
�
������

�
�
�
�
�������
��

�
�����
�
�
�
�
��
��
�����

��
�
�����
��
�
��
�
���
���
������

�
���
�
����

�
��
��
�
������

�
�����

�
��

�
����
�
�����
�
���
���
�
�������
�
������
�
��������

�
����

�������
�
�����

２１

�
������

���
�
������

��
�
�����

�
�
�
���

�
������
�����
�����������
�������
���
������

���

�������� �
―�� ���� ���

�
�
�
�������

�
��
��
��
��
����
�
�
������

���
�
�
�������
�
�����
��
��
����
�
��
���������

�
��
�
���
��
���
����

��
������
������
��������

﹇
以
下�

�
����
�
���

�
�
������
���

と

略
す
﹈、���

�
��
―� �

（
こ
れ
は
、�

����
�
��
�
���
����

�
����
�
����
���
����

の
ナ
ン
バ
ー
で
は
な
く
、�

�
��
�

�
������

の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ナ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
以
下
の
引
用

は
す
べ
て�

�
��
�

�
������

の�
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ナ
ン
バ
ー
で
示
す
）、�

�
��

�
����

（　

）　

デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
外
交
雑
誌�

������
�
������

�
��������
������

の
発
行
者
で
知
ら
れ
て
い
る
「
外
交
関
係
協
議
会
（�

�
�
�
���
�
�
�
�
�����

�
������

�
�

�
�
�
�
�����
�
��
�
�����
��
������
�
�

）」
の
会
長
で

２２

も
あ
り
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
長
年
、
親
交
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
が
、
米
国
外
交
政
策
決
定
に
一
部
関
与
し
、
随
時
、
必
要
な
場
合
は
直
接

ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
話
せ
る
立
場
に
あ
っ
た
。

（　

）　

�
�
�
��
�
�
�����

�
�
�
���
����
�
��
�
���
��

�
�
�
��
�
�
�������
�
��
���
������
��
�
���
����

�
�����

�

�
��
��������

�
�����
�
�
�
�
��
���
�����

�
�
����
�
�

���
�����
���
���
��������������
�
������
���

���

������
―��

�
�
��

����
����

２３
　
　
　
　

ノ
ッ
タ
ー
が
書
い
た
と
さ
れ
る
戦
時
中
の
米
国
国
務
省
戦
後
計
画
の
正
史
と
も
い
え
る
『
戦
後
外
交
政
策
の
準
備
（�

����
��
�
������

�
�����

�
����
���
�
�������
�
������

�
����������

�
����������

）』
は
、「
一
九
四
三
年
一
月
二
十
六
日
（
―
筆
者
注
、
一
月
二
十
四
日
の
誤
り
―
）
の
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
の
大
統
領
の
無
条
件
降
伏
の

宣
明
は
、
国
務
省
の
勧
告
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
…
…
し
か
し
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
小
委
員
会
委
員
長
に
よ
っ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
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て
の
同
委
員
会
の
早
い
時
期
で
の
考
え
を
非
公
式
に
知
ら
さ
れ
て
い
た
」
と
記
し
て
い
る
（�

��
�
�
�
�����

�
��
���
�
�������

����
��
�
������

�
�����

�
����������

�
����
����
��������
������
�
����������� ��

�
�
���

�
�����

）。

（　

）　
�
���������

�
�
�
�
�
����
�
����
�
��
���
�
�

�
���������
�
�
�
��
�
�
����
�
�
����
�
���
���
�
���

��
�����

�
��
�
�
��
����
��
�
�
�
�
����

���
���
������
�
��
��
�
��
����
��
��
�
��
�
����� ��

�
������

�
��������

��
���
�
�����

�
���

�
�������
�
���������
���
����
�
������
�
�����

�
�����

����
�
�����

���
�
�����
�����
�
������

２４

��
�
�
�
�
�����

�
�
��
��
�
�
���

��
�
�
�
���������
�
�������
�����

（　

）　

�
�
�
�
�
�
����������

����

�
�
�
�
���
����������������

�
�
�
����

����

���
�
�����������

２５
（　

）　

����

������
�
�
���

����
�����

２６
（　

）　

�
�
����
�
���
���

�
�
������
�������
―��

�
�
��

����
����

２７
（　

）　

�
�
����
�
���
���

�
�
������
�������
―��

�
�
��

����
����

２８
（　

）　

�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
���
��
�
�
����

�
�
��
�
��
��
�
�
�
�
���
�
��
�
�
�
����

―����
�
�
�����

�
�
�
����

�
�
�
�����

���
��
�

�
���
�
�
�
�����
�
��
�
�����
�
�
�
�����
����
��
��

���
�����

�
��
�
��
��
�
�
���
�
��
�

��
����
������
�
��
�
���
���
�
�
���
�
��
��

�
��
�
�����

�
�����

���

�
���
�
������
�
������
����

２９

�
��������

��
�
�������

�
�
�
��������

�
�������������
���������
���
��������
﹇
以
下
、�
�����

�
�����

��
�
�
�

�
�������
����������
�
�

と
略
す
﹈、����

�
���
―�� ���

�
�
����

���
������

（　

）　

�
�
�
�
�
�
����������

����

�
�
�
�
���
����������������

�
�
����

���
������

３０
（　

）　

����

������
�
�
����

����
������

３１
（　

）　

Ｊ
・
ガ
ン
サ
ー
（��

�
�
�
�
�
��
��

���
�
�
��
�
�
��
��
）
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
も
あ
げ
て
い
る
。

３２
　
　
　

�一
�

西
欧
諸
国
と
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
と
の
間
で
和
平
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
愚
か
な
う
わ
さ
を
す
る
人
た
ち
が
い
た
が
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
原
則

宣
言
に
よ
っ
て
彼
ら
を
黙
ら
せ
る
こ
と
を
意
図
し
た
。　

　
　
　

�二
�

ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
こ
の
宣
明
に
よ
っ
て
、
米
国
内
の
緊
張
を
高
め
、
戦
争
に
対
し
て
甘
い
考
え
を
も
っ
て
い
た
人
た
ち
に
、
戦
争
は
ま
だ
長

く
続
く
こ
と
を
知
ら
せ
よ
う
と
し
た
。

　
　
　

�三
�

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
、
バ
ル
カ
ン
諸
国
及
び
そ
の
他
の
国
々
の
人
々
に
、
復
讐
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
告
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
彼
ら
を
勇
気
づ
け
る
こ
と
を
望
ん
だ
。﹇��

�
�
�
�
�
��
���

���
�
�
��
�
�
��
�����

��������
��
�
���������

�
�������������
���������

��
��
�
�
��
�
�
���
��
�
�
��
��
����
�����

���
��
��
�
��
���
���
����
��
��
��
�����
������

�
�
�

���
�
��

���

���
―����

����
﹈

（　

）　

�
�
����
�
���
���

�
�
������
�������
―��

�
�
��

����
����

３３
（　

）　

ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
（�

�
�
�
�
��
��
����

�
���
���
��
��
����
）
将
軍
は
、
会
議
で
討
議
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
会
議
に
出
席
し
て
い
た
リ
ー
ヒ
統
合
参
謀

３４

長
、
マ
ー
シ
ャ
ル
陸
軍
参
謀
総
長
、
キ
ン
グ
海
軍
作
戦
部
長
、
ア
ー
ノ
ル
ド
陸
軍
航
空
隊
司
令
官
と
い
っ
た
軍
の
指
導
者
た
ち
は
、
戦
争
目
的
の
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よ
う
な
政
治
的
考
慮
の
問
題
に
概
ね
無
関
心
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。﹇�

��
���
�
�
�
��
��
�����

�
��
�����
���
��
��
�������

����
����
�
������

�
����
������
�������

��
��
�
�
��
�
�
���
��

��
��
��
�
�
�
��
���
���
���

�
�
��
�
�
�
�
�
��
��
�����

�
�
����
��
�
�
�
��
��������
﹇
以
下
、�

����
����
�
������

�

����
������
������

と
略
す
﹈、�

�
����

�
������

（　

）　
�
�
�
�
�
�
����������

����
�
�
�
�
���
����������������

�
�
����

���
������

３５
（　

）　

�
����
����
�
������

�
����
������
�������

�
�
����

���
�������

３６
（　

）　

�
�
�
�
�
�
����������

����

�
�
�
�
���
����������������

�
�
�
���

���
�
�����
―����

����

３７
（　

）　

ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
は
、「
デ
ィ
ー
ン
は
、
こ
の
ア
イ
デ
ア
（
無
条
件
降
伏
）
が
戦
争
を
長
引
か
せ
る
こ
と
に
な
る
そ
の
影
響
と
か
ソ
連
の
力
を
増
大

３８

さ
せ
る
と
い
っ
た
長
期
に
わ
た
る
災
い
を
引
き
起
こ
す
結
果
を
考
え
ず
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
た
」
と
書
い
て
い
る
（�

����
����
�
������

�
����
������
������� ��

�
�
���

�
�����

）。

（　

）　

����

����� �

３９
（　

）　

�
�
����
�
�
�
�
��
��

�
�
������
���
�
��
����

�����
�
�
�
��������

�
��������

��
�
��

�
�������
���
����������
�������������
�������

����

����������
―����

����

��
��
�
�
��
�
�
�
�
�
��
��
�
�
�����

������

���
��
��
�
��
���
�
���
��
��
���
������������

�
�
���

��
�����

４０
（　

）　

�
����
����
�
������

�
����
������
�������

�
�
����

���
������

４１
（　

）　

リ
ー
ヒ
は
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
へ
行
く
途
上
で
病
気
に
な
り
、
現
地
に
は
行
か
な
か
っ
た
の
で
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
米
英
合
同
参
謀
長
会
議
に
は
出

４２

席
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
彼
は
、
後
に
同
会
議
の
議
事
録
は
当
然
読
ん
で
お
り
、
一
九
四
三
年
一
月
十
八
日
の
同
会
議
で
の
チ
ャ
ー
チ
ル
の
無

条
件
降
伏
原
則
に
つ
い
て
の
発
言
は
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
既
述
の
ご
と
く
、
こ
れ
は
チ
ャ
ー
チ
ル
の
一
方
的
発
言
で
、
リ
ー
ヒ
が
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
同
会
議
で
討
議
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
だ
が
リ
ー
ヒ
は
、「
無
条
件
降
伏
」
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
カ

サ
ブ
ラ
ン
カ
で
の
米
英
両
首
脳
の
記
者
会
見
で
聞
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
リ
ー
ヒ
も
出
席
し
て
い
た
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
へ
行
く
前
の
一
九
四
三
年
一

月
七
日
の
米
統
合
参
謀
長
会
議
で
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
す
で
に
こ
の
言
葉
を
口
に
し
て
い
た
こ
と
は
知
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
時
も
、
ロ

ー
ズ
ベ
ル
ト
の
一
方
的
発
言
で
、
会
議
で
討
議
の
対
象
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

（　

）　

�
������

�
�
�
���
��

�
������
�
�
��
�
���
���

�
�
��
�
�����

�
��
�
�������

�
������

��

��
�
���
�
������
�
���
�
��������
�
�������
��

���
�
����
��
�
����
��
�
��������

�
��

�
����
�
�����
���
�
�����
���
�
���������
�
��������

���
�
���
���
�
����

��
�
��
�
���

�������
����
�
���
����
�
�����
���
�
���
�
���� ��

４３

���
�
������

�
���
��
���
�
��
�

�����
��������
������������
��
�

��
��
�
�
��
�
�
�
��������

�
�
�
���
������

���
��
��
�
��
���
�
����������
�
�
����������

�
�
����

��
������

（　

）　

�
��
���
��
�
��
��

�
��
��������
��
����

����
�
��
����
�
����
�
�
����
�
�����

�
������
��
������
������
��
������
�����

��
��
�
�
��
�
�
�
�
��
�
�
�����

������
�
�

���
��
��
�
��
���
���
��
�
��
��������������
�

����

�����

４４
（　

）　

�
����
����
�
������

�
����
������
�������

�
�
����

���
������

４５
（　

）　

�
����

��
�
���
�
��
��

�
�����
���
�
���
�
�
��
���

�
�����

�
�
�
��������

���������
�
���
�

�
������
�
��
�
���������
���������
��
����
�

��
����������

���
�
�����

�
�
�
����

��
�����������
����
�
������
�
��
�
����

��
�����
���
�
��
���
�
�
�
����
���
�
����

�
��
�����
����
�
��
����
�
��
�
����
����
�
�������

���
�

４６
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����������
������
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）　

����

������
�
�
�
���

����
�
�����
―����

����

４７
（　

）　
����

������
�
�
����

����
������

４８
（　

）　

�
�
�
�
��
�
�
�
��
�
�
���
��
�
�
�
���
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さ
ら
に
、
翌
四
月
十
二
日
に
、
ス
テ
テ
ィ
ニ
ア
ス
は
、
ス
ミ
ス
将
軍
か
ら
、
無
条
件
降
伏
の
意
味
を
定
義
し
た
宣
伝
目
的
の
た
め
に
使
用
し
う

る
何
ら
か
の
文
書
あ
る
い
は
覚
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
長
い
説
明
を
受
け
た
、
と
し
て
い
る
（����
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一
九
四
三
年
一
月
の
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
宣
明
で
は
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
の
三
国
の
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
三
国
と
同
盟
関
係
に
あ
る
国
々
が
無
条
件
降
伏
の
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
は
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
す
で
に
一
九
四
二
年
一
月
一
日

の
連
合
国
共
同
宣
言
で
は
、「
各
政
府
は
、
三
国
同
盟
条
約
の
締
約
国
及
び
そ
の
加
入
国

�

�

�

に
対
し
て
、
軍
事
的
、
経
済
的
全
資
源
を
用
い
る
こ
と
を

誓
約
す
る
（
傍
点
は
筆
者
）」
と
な
っ
て
い
る
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そ
し
て
、
ハ
ル
が
言
及
し
て
い
る
一
九
四
三
年
十
一
月
一
日
の
モ
ス
ク
ワ
宣
言
で
、「
米
英
中
ソ
の
四
ヵ
国
政
府
は
、
一
九
四
二
年
一
月
一
日
の
連

合
国
共
同
宣
言
と
そ
の
後
の
諸
宣
言
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
府
が
交
戦
中
の
枢
軸
諸
国
に
対
し
て
、
彼
ら
が
無
条
件
降
伏
に
も
と
づ
い
て
、

武
器
を
捨
て
る
ま
で
戦
闘
を
続
け
る
こ
と
を
決
定
す
る
」
と
し
て
い
る
（�
���������
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）
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
モ
ス
ク
ワ
宣
言
に
よ
っ
て
、
無
条
件
降
伏
の
対
象
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ

ア
、
日
本
の
三
国
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
諸
国
と
同
盟
関
係
に
あ
る
衛
星
諸
国
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。
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五
百
旗
頭
氏
は
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
事
実
誤
認
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

８４
　
　
　
　

「
グ
ラ
ン
ト
が
『
無
条
件
降
伏
』
に
よ
っ
て
有
名
に
な
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
時
は
一
八
六
五
年
で
は
な
く
六
二
年
、
場

所
は
ア
ポ
マ
ト
ッ
ク
ス
で
は
な
く
テ
ネ
シ
ー
州
フ
ォ
ー
ト
ド
ネ
ル
ソ
ン
で
あ
り
、
相
手
は
リ
ー
で
は
な
く
バ
ッ
ク
ナ
ー
将
軍
で
あ
っ
た
。
テ
ネ
シ

ー
州
の
要
地
を
攻
め
た
グ
ラ
ン
ト
は
、
か
つ
て
の
同
級
生
で
あ
る
バ
ッ
ク
ナ
ー
の
『
休
戦
』
の
要
請
を
斥
け
、『
無
条
件
か
つ
即
時
の
降
伏
以
外
、

い
か
な
る
条
件
も
受
け
容
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
』
と
強
い
た
。
こ
の
勝
利
の
報
が
伝
わ
る
と
、
苦
し
い
闘
い
を
続
け
て
い
た
北
部
諸
州
は
歓
呼

に
わ
き
、
英
雄
グ
ラ
ン
ト
の
名
は
と
ど
ろ
い
た
。
Ｕ
・
Ｓ
・
グ
ラ
ン
ト
の
名
が
、『
ア
ン
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
・
サ
レ
ン
ダ
ー
・
グ
ラ
ン
ト
』
と
読

み
替
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
時
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　

ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、『
無
条
件
降
伏
』
の
グ
ラ
ン
ト
を
、
リ
ー
と
の
降
伏
交
渉
に
不
正
確
に
投
影
し
、
混
同
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
多
く
の
時

代
の
ア
メ
リ
カ
人
に
信
じ
ら
れ
愛
さ
れ
た
話
で
あ
り
、
歴
史
家
で
は
な
い
大
統
領
は
一
般
に
受
け
い
れ
ら
れ
た
伝
説
を
語
っ
た
の
で
あ
る
」（
五
百

旗
頭
真
『
米
国
の
日
本
占
領
政
策
』
上
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
六
〇
年
、
一
〇
八
ペ
ー
ジ
）。
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米
国
の
一
般
市
民
の
大
多
数
も
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
無
条
件
降
伏
論
を
支
持
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
四
五
年
二
月
十
八
日
の
ギ
ャ
ラ
ッ

プ
世
論
調
査
の
発
表
で
は
、「
わ
れ
わ
れ
の
敵
国
に
対
す
る
無
条
件
降
伏
要
求
に
賛
成
か
否
か
」
と
い
う
問
に
つ
い
て
、「
賛
成
七
十
五
％
、
反
対

十
二
％
、
未
定
十
三
％
」
と
な
っ
て
い
る
﹇�
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）　

マ
ー
フ
ィ
ー
は
、「
こ
の
ド
イ
ツ
の
降
伏
は
、
第
二
次
大
戦
に
お
け
る
唯
一
の
真
の
意
味
の
無
条
件
降
伏
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
（�

�
�
�
��
�
��

�
���
�
��
�
���

９０
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